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0
ユーパー杯奪還に成功

チームワークの勝利

⑫

分析シリーズ

ゲーム展開の分析

0
ヨーロ、ソパ選手権

イングランド層の厚さで優勝

⑩
大会カレンダー

編集室から

⑩

関東大学春季リーグ戦

中大、日体大が独走

●
われらのクラブ

横浜・野庭エレガンス・ クラブ

0
高田正純・連載

書き方のノウハウ

④

栂野尾tlt子・連載

あこがれの全英選手権へ出場

0
寺田太郎・連載

猥名手本忠臣蔵

⑩

読者と編集者

大学生 も載せてはか

◇表紙デザイン・構成、本文カット=野間デザイン室/表紙 。本文写真=赤星三樹 (使用カメラ・レンズ=アサヒベンタックス
MX SMC― P― M)、樋口哲也/現像処理=杉野一樹、スタジオ・アクト、樋口哲也 ◇今月の表紙 =ユーバー杯奪還に成功した日
本選手団



第 8回世界女子バ ドミントン選手権 (ユーバー杯 )大会

ユ
ー
バ
ー
杯
が
再
び
日
本
に
帰
っ

て
き
た
。

第
８
回
世
界
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権

（
ユ
ー
パ
ー
杯
）
大
会
は
、

５
月
１３
日
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド

・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

・
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
た
が
、
第
７

回
大
会
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
王
座
を

譲
っ
た
日
本
チ
ー
ム
が
大
活
躍
、
見

事
に
巻
き
返
し
に
成
功
し
て
、
６
年

ぶ
り
に
ユ
杯
を
持
ち
帰
っ
た
。

板
垣
隆
房
監
督
以
下
、　
一
行
８
名

は
２３
日
、
開
港
間
も
な
い
成
田
へ
無

事
帰
国
。
休
む
暇
も
な
く
協
会
、
文

部
省
、
皇
室

へ
の
挨
拶
と
、
過
密
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
嬉
し
い
悲
鳴
を

上
げ
な
が
ら
も

″女
王
″
の
実
感
を

味
わ
っ
て
い
た
。

◎
大
会
記
録

▽
５
月
１３
日

（１
回
戦
）

ニ

ュ
ー

ジ

ア

メ

リ

カ

　

７

１

０

１

ラ

ン

ド

▽
５
月
＝
日

（１
回
戦
）

日　　本　７１０　″Ｈ摯ト

徳　田２
（岬‐‐０．）０ほロデ

湯　木２
（‐‐‐‐‐‐０３）０ダリ‐

近　藤２
（岬‐‐０２）０″わ―

▽
５
月
２０
日

（決
勝
）

日
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ド
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イ
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ホ
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ベ
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ワ

テ
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チ
ャ
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ソ
ー
ガ
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ラ
ワ

テ
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イ

メ
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レ
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ジ
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ベ
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ワ

テ
ィ

イ

メ
ル

ダテ

レ

ンヽ
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（日
本
は
６
年
ぶ
り
４
度
目
）
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米 植 高 徳

▽
５
月
１６
日

（準
決
勝
）

イ

ン

ド

ネ

７

１

０

　

ア

メ

リ

カ

シ

ア

▽
５
月
１７
日

（準
決
勝
）

日
　
　
本
　
６
１
１
　
デ
ン
マ
ー

ク

藤２
（‐‐‐‐‐‐３６）０一」ロ

コ
ー
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ル
セ

ン
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ニ
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田
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両

陛

下

へ
知

ら

せ

た

い

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

・
本
田

弘
敏
会
長
…
…
私
が
会
長
に
就
任
し

て
東
京
国
体
の
折
り
、
両
陛
下
へ
近

い
将
来
必
ず

″世
界

一
″
と
お
約
束

申
し
あ
げ
、
７
年
目
に
し
て
第
４
回

の
ユ
ー
パ
ー
杯
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

奇
し
く
も
今
回
は
、
そ
の
初
め
て

王
座
を
獲
得
し
た
地
、　
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
と
聞
き
、
心

に
期
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

中
興
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

監
督
、
コ
ー
チ
、
選
手
の
皆
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
と
言
わ
せ
て
も

ら
い
た
い
。

再
び
胸
を
張

っ
て
、
両
陛
下

へ
ご

報
告
申
し
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

条
件
が
揃

っ
た

ユ
‥
バ
‥
杯
監
督

・
板
垣
隆
房
氏

…
…
現
在
思
う
と
、
わ
れ
わ
れ
日
本

チ
ー
ム
の
力
は
、
他
国
に
比
べ
一
枚

も
二
枚
も
上
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
こ
の
一
年
間
に
、
若

手
が
予
想
以
上
の
成
長
を
示
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
回
の
強
カ
メ

ン
パ
ー
を
生
む
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
気
候

も
体
育
館
も
満
点
で
、
大
会
前
の
練

徳

田
2

1111
1 1
4  5

0
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田 田  倉 野
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習
も
主
会
場
で
十
分
に
で
き
、
実
力

を
発
揮
で
き
る
条
件
は
揃
っ
て
い
ま

し
た
。
懸
念
さ
れ
て
い
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
応
援
に
よ
る
弊
害
も
な
く
、

審
判
も
全
員
地
元
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
よ
る
、
実
に
フ
ェ
ア
な
大
会
で

し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
戦
力
的
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
、
な
か
な

か
楽
に
は
勝
た
せ
て
く
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
ス
コ
ア
以
上
に
、
内
容
は
苦

し
み
ま
し
た
が
、　
一
本

一
本
の
積
み

重
ね
で
勝
ち
取
っ
た
価
値
は
大
き
い

と
思
い
ま
す
。

層
の
厚
さ
で
優
位

コ
‥
チ

・
天
野
博
江
氏
…
…
楽
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
常
に
先

手
を
取
れ
た
の
が
勝
因
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
よ

り
、
シ
ン
グ
ル
ス
、
グ
ブ
ル
ス
と
も

に
ど
こ
か
ら
で
も
得
点
で
き
る
と
い

う
、
自層
の
厚
さ
に
お
い
て
優
れ
て
い

ま
し
た
。

大
会
前
の
合
宿
で
、
男
子
選
手
を

相
手
に
し
た
こ
と
が
、
仮
想
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
と
な
り
、
ス
ピ
ー
ド
に
対
す

る
慣
れ
を
体
で
覚
え
ら
れ
、
た
い
へ

ん
意
義
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

亀



日
本
ユ
ー
バ
ー
杯
チ
ー
ム
の
各
選

手
は
、
帰
国
後
の
記
者
会
見
に
お
い

て
、
次
の
よ
う
に
喜
び
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

ム
ー
ド
が
良
か
っ
た
湯
木
　
博
恵

団
体
戦
特
有
の
ム
ー
ド
が
盛
り
上

が
っ
て
、
非
常
に
良
い
状
態
で
試
合

に
臨
め
ま
し
た
。

日
本
に
有
利
な
条
件
が
い
ろ
い
ろ

重
な
り
助
か
り
ま
し
た
。

私
自
身
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
戦
で
ポ
イ
ン
ト
で
き
ず
残
念
に
思

い
ま
す
が
、
優
勝
で
き
た
こ
と
で
満

足
し
て
い
ま
す
。

攻
撃
で
き
た

徳
田
　
敦
子

デ
ン
マ
ー
タ

・
オ
ー
プ
ン
で
ベ
ラ

ヮ
テ
ィ
・
イ
メ
ル
ダ
組
に
負
け
た
の

を
、
肝
に
銘
し
て
戦
い
ま
し
た
。

球
を
上
げ
な
い
よ
う
に
、
自
分
達

か
ら
攻
撃
す
る
こ
と
に
徹
し
た
の
が

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
男
子
と
練

習
し
た
お
か
げ
で
ベ
ラ
ワ
テ
ィ
の
ス

マ
ッ
シ
ュ
に
も
対
応
で
き
、
ま
た
イ

メ
ル
ダ
の
前
衛
を
抜
く
、
ハ
ー
フ
の

球
が
効
果
的
で
し
た
。

全
英
よ
り
緊
張

近
藤

団
体
戦
の
圭員
任
の
重
さ
を
、

ひ
し
と
感
し
ま
し
た
。

試
〈
里
則
は
緊
張
の
あ
ま
り
、
吐
き

気
が
し
た
ほ
ど
で
す
。
全
英
の
決
勝

な
ど
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、

重
圧
感
を
感
じ
ま
し
た
。

自
信
が
つ
い
た

高
田
　
幹
子

デ
ン
マ
ー
ク
。
オ
ー
プ
ン
で
負
け

た
の
が
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

終
始
リ
ー
ド
で
き
た
う
え
、
上
背

の
ハ
ン
デ
ィ
を
感
じ
な
い
で
打
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
大
き
な

自
信
と
な
り
ま
し
た
。

６
人
全
員
の
カ

植
野
恵
美
子

ダ
ブ
ル
ス
だ
っ
た
の
で
ア
ガ
ル
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
戦
で
も
、
湯
木
さ
ん

が
コ
ー
ペ
ン
の
体
力
を
消
耗
さ
せ
て

く
れ
た
た
め
、
私
達
が
勝
つ
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
よ
う
に
、
６
人
全
員

の
力
で
勝
ち
取
っ
た
と
い
う
気
が
強

く
し
ま
す
。

全
力
を
出
し
切
っ
た
米
倉
よ
し
子

前
半
は
一月
に
力
が
入
り
ま
し
た
が
、

全
力
を
出
し
切
っ
た
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
戦
で
は
負
け
ま
し

た
が
、
ペ
ー
ス
は
自
分
達
に
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

小
島

一
平
著

ガ
ッ
ツ
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

７
月
１５
日
発
行
″

定
価
２
０
０
０
円

各
界
か
ら
お
祝
い

ユ
杯
奪
還
に
際
し
左
記
の
方
々
か

ら
お
祝
い
を
頂
き
ま
し
た
。
誌
上
で

ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

０
日
本
体
育
協
会
／
明
治
生
命
保
険

相
互
会
社
／
電
電
東
京
／
小
守
ス
ポ

ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ
病
院
／
上
坂
鉄
工

所

。
上
坂
正
信
／
河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
エ

業
榊
。
河
崎
一
幸
／
榊
Ｃ
。
Ｍ
・
村

上
忠
次
／
０
ジ
ャ
ワ
商
会

・
小
関
三

郎
／
セ
ノ
ー
榊
・
勢
能

一
男
／
船
ト

ヨ
グ
ス
ポ
ー
ツ
・
吉
川
喜
久
男
／
メ

ト
ロ
レ
ジ
ャ
ー
齢

・
作
道
書
作
／
榊

舟
岡
製
作
所
／
船
諸
江
製
作
所
／
ヨ

ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
榊
。
米
山
稔
／

山
形
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

。
鈴
木

伝
四
郎
／
福
島
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会

・
小
島
忠
左
衛
門
／
東
京
都
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
△
う
／
神
奈
川
県
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
協
会

・
穴
水
清
彦
／
新
潟
県

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
／
山
梨
県
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
／
静
岡
県
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会

・
矢
部
喜

一
／
日
本
実
業

団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

。
高
村
上
三

朗
／
山
形
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

・

渡
部
二
雄
／
山
形
市

・
畑
栄
運
／
福

井
正
康
／
堺
栄

一
／
銭
谷
欽
治
／
ヨ

ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
。
大
場
和
博

・

栂
野
尾
昌

一
・
飯
野
佳
孝

・
西
村
龍

夫

・
辻
敏
弘
／
台
東
区
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会

・
春
木
実
／
豊
島
区

・
官
部

正
雄
／
静
岡
県
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

・
七
沢
宏
光
／
参
与

・
伊
沢
二
郎
／

参
与

。
今
井
先
／
参
与

・
川
端
昇
市

／
参
与

・
宮
沢
宏
之
／
参
与

・
小
宮

淳
宏

（順
不
同

・
敬
称
略
）
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な
お
、
４
月
３０
日
、
神
奈
川
県
横

浜
文
化
体
育
館
で
行
な
わ
れ
た
、
第

９
回
女
子
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

・
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
兼
ユ
ー
バ
ー
杯
チ
ー
ム
壮

行
試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
１
回
戦
大　塚２
（‐‐‐‐‐‐６４）０原　口

植　野２
（‐‐‐‐‐‐９５）０高　田

徳一　田２
（‐２‐‐‐‐‐‐３）０米　倉

▽２回戦
近　一朦２
（‐‐‐‐‐‐４４）０閣【　根

湯　木２
（‐‐‐‐‐‐００）０大　塚

▽
準
決
勝

徳
一　
田
２

湯

木
２

０
近
　
藤

１
植
　
野

▽
決
勝

湯
　
木
２

一‐‐１１‐０
‐ ‐ ‐
・ ５ ‐‐
一
１
徳
　
田

（湯
木
は
６
連
勝
、
７
度
目
）

今日ばかりは勝負を忘れて………

監督、コーチも満足そう

5

輌 響

１
■
ｄ
Ｍ

国
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バ ドミントン界専用

合本バイングー

定価 0500円

3月 中旬 か ら品切れ とな り、 ご注文の皆
様 にはお待 ちいただいてお りま したが、

5月 1日 に第 3版がで きあが りま した。
l頃次 お送 りしてお ります。

穴あけ不要・かんたんに・美しく保存

「バドミントン界」は読捨ての雑誌ではありません。毎月きちんと揃えて保存すれば、

バドミントンの百科事典となるものです。

そのために本誌 1年分12冊を、穴をあけたり、ノリを使ったりすることなく、簡単に保

存しておくことのできる専用合本バインダーができました。

今回製作したものは、表紙の新しいデザインにあわせた写真のようなシャレたものです。

表紙は濃いブルーの特殊レザーを使用し、本誌と同じデザインを銀パクで押したもので

す。丈夫で長い間の保存に耐えることができます。

専用合本バインダーは 1冊定価 500円ですので、ご希望の方は下記の送料を加えて、本

誌巻末に綴じ込みの振替用紙に必要事項を明記のうえ、お近くの郵便局からお申し込みく

ださい。

(送料 1冊 =300円、 3冊まで600円 、 4冊以上700円 )
バ ドミントン界編集部

年
間
購
読
の
お
す
す
め

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
専
門
月
刊
誌

「バ

ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
は
、

一
般
の
書
店

で
は
販
売
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

購
読
ご
希
望
の
方
は
、
編
集
部
あ

て
年
間
予
約
購
読
を
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
は

一
部

定
価
３
０
０
円
で
す
が
、
年
間
予
約

購
読
を
お
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
と
、

一
年
間
３
６
０
０
円
の
と
こ
ろ
を
３

０
０
０
円
に
制
引
と
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
登
録

会
員
の
方
は
、
２
８
０
０
円
と
な
り

ま
す
。
お
申
し
込
み
方
法
は
簡
単
で
す
。

本
誌
巻
末
と
し
込
み
の
振
替
用
紙
に

必
要
事
項
明
記
の
う
え
、
代
金
を
そ

え
て
お
近
く
の
郵
便
局
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
毎
月
１５
日
に
発
行

と
同
時
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

購
読
期
間
は
１
年
ご
と
の
更
新
と

な
り
ま
す
の
で
、
６
ヵ
月
や
２
年
間

と
い
っ
た
変
則
的
な
お
申
し
込
み
は

ご
遠
慮
ね
が
い
ま
す
。

ま
た
、
ョ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
、

河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
の
特
約
ス
ポ
ー
ツ
店
、

ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
元
町
、
ラ
ケ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
フ
ジ
、
ジ
ヤ
ワ
商
会
、

サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、
ア
サ
ヒ
ス
ポ
ー
ツ

各
店
で
も
予
約
を
お
取
り
扱
い
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
各
店
に
ご
照
会
く

だ
さ
い
。

♂
●



インク ンド層の厚さで優勝
個人はイングランドが複、デンマークが単を制す

第
６
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
は
４
月
９
日
か
ら
１５
日

ま
で
の
１
週
間
に
わ
た
っ
て
プ
レ
ス

ト
ン
の
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

国
別
対
抗
戦
で
は
グ
ル
ー
プ
ー
か

ら
Ⅳ
ま
で
４
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
て
、

団
体
戦
が
争
わ
れ
た
が
、
男
女
と
も

に
層
の
厚
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
グ
ル

ー
プ
ー
で
優
勝
し
た
。

▽
国
別
対
抗
戦

◆
グ
ル
ー
プ
ー

イ
ン
グ
　
　
　
　
　
ス
ウ
ェ
ー

４

１

１

ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
デ

ン

イ

ン
グ

４
１

１
　
オ
ラ

ン
ダ

ラ

ン

ト
Ｐ

デ

ン

マ

ー

ク

デ

ン

マ

ー

ク

ス

ウ

ェ

ー
■
．ア

ン

〈
順

位

〉

オ
ラ

ン
グ

オ
ラ

ン
ダ

１
位
＝
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
２
位
＝
デ

ン
マ
ー
ク
、
３
位
＝
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

４
位
＝
オ
ラ
ン
グ

◆
グ
ル
ー
プ
Ｈ

西
ド
イ
ツ
　
４
１
１
　
ソ
連

ス

コ

ッ
ト

西
ド
イ
ツ
　
４
１
１

ラ

ン

ド

ス

コ

ッ

ト

４
１
１
　
ソ
連

ラ

ン

ド

〈順
位
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１
位
＝
西
ド
イ
ツ
、
２
位
＝
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
、
３
位
＝
ソ
連

◆
グ
ル
ー
プ
Ⅲ

ア

イ

ル

４

１

１

　

ウ

ェ
ー

ル

ズ

ラ

ン

ド

ア

イ

ル

４

１

１

　

ノ

ル

ウ

ェ
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ラ

ン

ド

ア

イ
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オ
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ラ
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ト

リ
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ェ
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４
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ウ
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＝
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リ
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グ
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２
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ポ
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イ
タ
リ
ア

ポ

ル
ト

ガ
ル
　
　
　
５
１
０
　
イ
タ
リ
ア

〈順
位
〉

１
位
＝
ベ
ル
ギ
ー
、
２
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４
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＝
イ
タ

リ
ア
▽
グ

ル
ー
プ

・
プ

レ
ー
オ

フ

オ
ラ
ン
ダ
　
３
１
２
　
西
ド
イ

ツ

ア
イ

ル
　
　
４
１
１
　
ソ
　
連

ラ

ン

ド

ォ
‐
ス
　
　
３
１
２
　
ベ
ル
ギ
ー

ト

リ

ア

（注

¨
グ
ル
ー
プ
は
Ｉ
か
ら
Ⅳ
ま
で

ラ
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て
い
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ま
た
個
人
戦
は
、
フ
レ
ミ
ン
グ

・

デ
ル
フ
ス
、
リ
ー
ン
・
コ
ー
ベ
ン
の

Ｆ

ノ
マ
ー
ク
勢
ダ
ン
／ヽ
グ
ル
ス
ヽ

レ
イ

・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
、　
マ
イ
ク

・
ト
レ
ジ
ェ
ッ
ト
組
、
ノ
ラ
・
ベ
リ

ー
、
ア
ン
・
ス
タ
ッ
ト
組
、　
マ
イ
ク

・
ト
レ
ジ
ェ
ッ
ト
、
ノ
ラ
・
ベ
リ
ー

組
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
勢
が
ダ
ブ
ル
ス

を
制
し
た
。

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
準
決
勝（デデ′レ）ス２（‐５‐７日９‐４）０一一一

一「つス２一‐５‐５７田８４‐５一・一一・

▽
決
勝デルフス２（出中‐２６‐５一・』口‐̈ス

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
■
決
勝

▽
決
勝
コーベン２一‐‐９‐‐‐―‐０‐‐４一・“タエげ

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
準
決
勝

フ
ロ
ー

マ
ン
晴「̈ス２（‐５‐５‐‐８９）０一”一ン

ス
テ
ィ
ー

　
　
　

　
　
　

カ
ー

ル
ソ
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ッ
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ノヽ
（
ス
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決
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一
一
一
「
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一
一
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▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
■
決
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▽
混
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ダ
ブ
ル
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準
決
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ス

コ
プ

ガ
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ベ
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,0

中
大
野
、
日
体
大
一

長
谷
川
（中
大
）、関
根
、大
塚
（日
体
大
）
が
原
動
力

男
子
は
中
大
が
１９
度
日
、
女
子
は

日
体
大
が
Ｈ
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

春
の
開
幕
を
つ
げ
る
、
昭
和
５３
年

度
関
東
大
学
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
春
季
り

―
グ
戦
は
、
４
月
２７
、
５
月
３
、
４
、

６
、
７
日
、
板
橋
体
育
館
で
行
な
わ

れ
た
が
、
長
谷
川
を
主
軸
に
管
、
米

山
の
強
力
な
４
年
生
ト
リ
オ
と
、
新

入
西
山
を
加
え
た
中
大
、
関
根
、
大

塚
の
二
枚
看
板
を
揃
え
る
日
体
大
が
、

そ
れ
ぞ
れ
他
の
追
随
を
許
さ
ず
、
圧

倒
的
な
ス
コ
ア
を
残
し
て
独
走
し
た
。

（男
子
）

中
大
を
除
く
５
校
の
実
力
が
紙

一

重
で
あ
っ
た
た
め
、
連
日
激
し
い
順

位
争
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

ま
ず
、
初
日
に
法
大
が
日
体
大
に

大
苦
戦
。
富
田
が
鏑
木
に
、
毛
利
が

西
村
に
接
戦
の
末
、
辛
く
も
逃
げ
切

り
、
こ
の
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
大
き

く
モ
ノ
を
い
っ
て
面
目
を
保
っ
た
。

そ
し
て
、
２
日
目
は
、
早
大
対
日

体
大
が
、
ラ
ス
ト

・
シ
ン
グ
ル
ス
ま

で
勝
負
を
持
ち
込
む
激
戦
と
な
っ
た

が
、
１
１
３
の
劣
勢
か
ら
挽
回
し
た

早
大
が
、
独
特
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

良
さ
で
３
位
を
死
守
し
た
。
７
試
合

中
４
試
合
が
フ
ァ
イ
ナ
ル
と
い
う
、

事
実
上
の
３
、
４
位
決
定
戦
と
も
い

う
べ
き
好
試
合
だ
っ
た
。

日
大
は
高
橋
の
不
調
が
痛
く
、
４

日
目
に
３
１
１
と
リ
ー
ド
し
な
が
ら
、

日
体
大
に
逆
転
さ
れ
、
昨
秋
３
位
か

ら

一
歩
後
退
し
て
し
ま
っ
た
。

日
体
大
は
、
全
員

一
九
と
な
っ
て

の
戦
い
ぶ
り
を
示
し
、
４
位
に
前
進
。

秋
に
も

一
波
乱
起
こ
し
そ
う
な
気
配

が
う
か
が
え
た
。

慶
応
は
得
点
こ
そ
開
い
た
が
、
試

合
の
内
容
は
か
な
り
肉
迫
し
て
お
り
、

再
度
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
期
待
さ
れ
る
。

個
人
的
に
み
る
と
、
２
年
連
続
イ

ン
カ
レ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
長
谷
川
が

単
複
と
も
に
５
戦
全
勝
。
管
が
４
戦

全
勝
。
管

・
米
山
組
も
全
勝
と
、
土

つ
か
ず
は
中
大
勢
が
独
占
。

１
年
の
西
山
は
、
昨
年
高
校
三
冠

王
の
実
績
か
ら
注
目
さ
れ
た
が
、
単

績

に
２
戦
全
勝
、
長
谷
川
と
組
ん
だ
ダ

ブ
ル
ス
で
も
強
打
を
発
揮
し
て
、
大

物
の
片
鱗
を
見
せ
た
。

（女
子
）

昨
秋
優
勝
の
主
力
、
関
根
、
大
塚

を
そ
の
ま
ま
残
す
日
体
大
は
、
最
終

日
の
日
女
体
大
に
１
ポ
イ
ン
ト
を
落

と
し
た
の
み
で
、
質
量
と
も
に
完
全

に
他
校
を
引
き
離
し
て
い
た
。

激
烈
だ
っ
た
の
は
、２
、
３
位
争
い

の
日
女
体
大
対
東
女
体
大
の
一
戦
。

新
人
川
島
が
小
寺
を
破
る
殊
勲
を
立

て
て
東
女
体
大
有
利
の
試
合
運
び
と

な
っ
た
が
、
沢
内
が
加
藤
に
足
元
を

す
く
わ
れ
て

″万
年
３
位
″
脱
出
の

望
み
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

青
学
大
が
定
位
置
の
４
位
に
収
ま

っ
た
他
、
東
学
大
が
最
終
日
に
大
妻

を
降
し
て
５
位
に
進
出
し
大
い
に
気

を
吐
い
た
。

関
根
、
大
塚
は
、
オ
ー
ダ
ー
を
落

と
す
余
裕
を
見
せ
た
た
め
フ
ル
出
場

は
し
な
か
っ
た
が
、
単
複
と
も
に
全

勝
。
も
っ
と
も
日
体
大
勢
は
、
最
終

日
に
石
田
に
敗
れ
た
大
蔦
以
外
は
全

勝
と
い
う
こ
と
。

日
女
体
大
の
石
田
も
４
戦
全
勝
。

東
女
体
大
勢
は
、
ふ
が
い
な
い
沢

内
、
高
岸
に
代
っ
て
、
川
島
の
健
闘

ひ
と
き
わ
光
っ
て
い
た
。

〈男
子
顧
じ

１
位
　
中
　
大
　
　
　
５
勝
０
敗

２
位
　
法
　
大
　
　
　
４
勝
１
敗

３
位
　
早
　
大
　
　
　
３
勝
２
敗

４
位
　
日
体
大
　
　
　
２
勝
３
敗

５
位
　
日
　
大
　
　
　
１
勝
４
敗

６
位
　
慶
　
大
　
　
　
０
勝
５
敗

〈女
手
順
ｅ

ｌ
位
　
日
体
大
　
　
　
５
勝
０
敗

２
位
　
日
女
体
　
　
　
４
勝
１
敗

３
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関根 。大塚は余裕たっぷりの試合運び
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ノン フサツ ト T蒙
本誌パックナンパーの最新 リストができあがりま
した。本誌はそろえて保存すれば「バ ドミントンの
百科事典」となります。専用合本バインダーをご利
用のうえ、有効にご利用ください。
日55号 =220円 >第 5回 全日本女子チャンピオンズ
トーナメントレ小島―平の実戦教室>中 山紀子・
私の歩んできた道

回64号 =220円 レ第 4回 国際競技大会>湯木ギルク
スに快勝>英国強し>第 6回全日本女子チャンピ
オンズトーナメント

ロ65号 =220円 >小笠原母島のパ ドミントントデン
マークオープン>全日本総合団体戦
回69号 =220円 >ユ杯詳報>湯木、中山マイペース
ト相沢・竹中不調 >日 本必死の防戦も及ばず
日70号 =220円 レインターハイレ植野女子三冠に輝
く>男
「
は林田が市1す >東 日本学生j塁手権

回71号 =220円 >ト マス杯東地区予選日本対香港>
日本完勝>土田初出場で重責を立派に果たす
日72号 =220円 >全 日本社会人選手権レ小島・湯木
が優勝>全国の指導者に望むこと
口73号 =220円 レ第 4回 日中競技会>ヤ ングパワー
林詩鐙 >はつらつ劉霞 >中国ランキング
回74号 =220円 >75年全日本総合選手権)小島不滅
の金宇塔レ湯木キズだらけの四連勝>徳田白熱の
善戦
回75号 =220円 >第 30回 国民体育大会>神奈川が 2
年ぶりに10度 目の栄冠 >全 日本学生選手権
日76号 =220円 >ト マス杯アジア東地区決勝日本対
韓国)日 本 9-0で 完勝レ第 5回国際競技大会
回77号 =220円 >全 日本総合選手権団体戦レ第 7回
全日本女子チャンピオンズトーナメントレジャカ
ルタの新聞とユーバー杯
日78号 =300円 レ全英選手権大会レハル トノ8回 目
の栄冠レギルクスは三冠 [>第 1回 アジア招待大
会レスミラト中国勢を連破 して優勝
日8:号 =300円 >学生大会集
日82号 =300円 インターハイレ金沢市工、四条畷が
連勝レ男子宍戸、女子石川が栄冠>全国中ビを生大
会レ全日本教職員i選手権レ京都家庭婦人大会)長
崎家庭婦人大会
回83号 =300円 >76年 オールスター男子ダブルスト
全日本社会人,塞手権レシャ トルコックの研究
回84号 =300円 >石川県家庭婦人大会レ全日本社会
人選手権上位戦記録>良好書紹介
日85号 =300円 レ全日本学生選手権卜第31回 国民体
育大会>第 3回全日本家庭婦人大会>渋 谷バー ド
クラブ紹介
回86号 =300円 >76年総決算号
日87号 =300円 >日 本協会の使命と今後の課題レ第
5回 日中大会報告 >大阪中央YMCAク ラブ紹介
回88号 =300円 >76年全日本総合選手権写真集レし
らぎくクラブ紹介
日89号 =300円 >76年全日本総合選手権全記録>直
撃インタビュー小島一平選手は語る>サ ントリー
チームを訪ねて>シ ャ トルコックの製造工程

以下はモデルチェンジによる (増 ページのものも

あります)昂」新号で、それぞれ通巻番号でなく、○

13

お申 し込 みはハ ガキ で  シメキ リ=8月 3:日

年○月号とお申し込みください。
日77年 4月 号 =300円 >第 6回国際競技大会>プ リ
ついにベールをぬぐ>欧州男子、スマッシュの威
力>第 5回全日本実業団対全日本学生(増ページ)
回78年 1月 号 =300円 レ77年全日本総合選手権レ銭
谷V2“実力の証明

¨
>大器開花近藤初優勝レ飯

野・土田組 2年ぶりの美酒>連載 =小島一平、わ
れらのクラブ

ロ78年 2月 号 =300円 レ創刊 100号記念増大号レ第
7回 国際競技大会・対抗戦>巧者コーペン近藤を
降すレデルフス余裕の完勝 >j塁載=小島一平、栂
野尾1見子、われらのクラブ、分析シリーズ

回78年 3月 号 =300円 >第 7回 国際競技大会 。東京
大会レデルフス敗れるレコーペンの貫禄勝ち>脅
威 4メ ー トルダブルスレ新星植野・米倉が誕生レ

連載 =小島一平、栂野尾悦子、われらのクラブ、
分析シリーズ (増ページ)
日78年 4月 号 =300円 レ77年全日本総合選手権大会
団体戦>河崎ラケット余裕の完勝>徳 田を軸にサ
ントリーが優勝>シ ャ トルを長持ちさせるコツト
連載 =小島一平、栂野尾悦子、分析シリーズレコ
ラム=高田正純、寺田太郎 (増ページ)
回78年 5月 号=300円  レ第68回全英選手権大会特
集レリム・スイ・キン初優勝レ徳田・高田組が大金
星レ世界の強豪たち (ハ ル トノ、ハンセン、ギルク
ス、コーペン他)>現地取材のカラー写真多数収録
レ連載=小島一平、栂野尾悦子)コ ラム(増ベージ)

◆別冊①◆ユーバー杯への道 =1000円
A5判 128ペ ージ、うちカラー16ページ、第 7回ユ
ーパー杯大会 (ジ ャカルタ)全記録をはじめ、観
戦記、奪還策等を満載も

◆別冊②◆ヨーロッパ選手に見る実戦テクニック=
500円  B5判 48ページ、うちカラー 4ペ ージ。
豊富な連続写真 と詳 しい解説、美しいグラフで構

成したす ぐ役立つもの。 S・ プリ、F・ デルフス、
B。 フローマン、M・ ロックウッド、チュンチュ

ン、ワジュディらのプレーを小島、栂野尾、池田、

銭谷、尾崎、飯野、上田、湯木、栂野尾(悦 )がわ

かりやすく解説。

バックナンバー、別冊のお申込みは、他の用件と

は別に、必ずハガキで下記あてお申し込みください。

代金は、現品到着後、当方から同封の振替用紙で 1

週間以内にお振り込み願います。送料は当方で負担
いたします。
く申込先〉

o155 東京都渋谷区神南 1-1-1
岸記念体育会館内・パ ドミントン界編集部

(なお、発送は集中方式となりますので、2～ 3i旦間
程度かかります。また、このリストの有効期限は昭

和53年 8月 31日 まてです )



横
浜
・勲
臓
エ
レ
ガ
ン
ス
・ク
ラ
ブ

は
つ
ら
つ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
…

ン
ト
ン
ヘ
の
取
り
組
み
方
は
十
四
と
お
り
。
さ
ぞ
か

し
、　
コ
ー
チ
は
困
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
。
消
防
署
の
受
付
の
お

兄
さ
ん

へ
の
挨
拶
が
、
昼
間

の
ク
ラ
プ
の
練
習
の
、

始
ま
り
で
す
。
わ
が
ク
ラ
プ
の
主
な
練
習
場
所
は
、

消
防
署
の
訓
練
室
。
こ
こ
は
、
天
丼
も
あ
ま
り
高
く

な
く
、
横
は
ラ
イ
ン
ぎ
り
ぎ
り
、
う
し
ろ
は
パ

ッ
ク

バ
ウ
ン
グ
リ
ー
ラ
イ
ン
よ
り
、
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
短

い
、
小
さ
な
小
さ
な

コ
ー
ト
。

深

い
箱
の
、
底
に
書

い
て
あ
る
よ
う
な
、
寸
た
ら

ち

ず
の
コ
ー
ト
。
こ
れ
こ
そ
、
私
達

の
技
術
の
特
徴
を

ぁ
生
み
出
す
、
秘
密
の
場
所
な
の
で
す
。　
ハ
イ
ク
リ
ア

外
―
は
、
決
し
て
高
く
な
く
、
決
し
て
深
く
は
飛
ば
さ

ワ．
ず

（
こ
れ
で
も
〓
じ

と
言

っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
）
、

・ム

サ
イ
ド
を
ね
ら
う
時
は
、
ラ
イ
ン
な
ど
に
は
、
日
も

チ

く
れ
ず
、
壁
す
れ
す
れ
に
落
と
す
よ
う
に
努
力

す
る

で

（
こ
う
す
る
と
、
相
手

の
ラ
ケ
ッ
ト
は
壁
に
ぶ
つ
か

銘

る
の
で
有
利
で
あ
る
）。

つ
　
相
手
が
打
っ
た
ス
ト
レ
ー
ト
気
味
の
フ
ラ
イ
ト
は

ゎ
す
ば
や
く
よ
け
て
、
な
る
べ
く
後
ろ
の
壁
に
ぶ
つ
か

は
つ
ら
つ
マ
マ
が
、

は
じ
ら
い
の
年
齢
も

い
つ
し
か
過
ぎ
、
子
持
ち
ば

か
り
の
ミ
セ
ス
が
集
ま
っ
て
、
あ
つ
か
ま
し
く
も
、

「
エ
レ
ガ
ン
ス
」
な
ど
と
い
う
名
一則
を

つ
け
て
、　
一

年
に
な
り
ま
す
。
会
合
や
試
合
で
、

「
ど
こ
の
チ
ー

ム
で
す
か
」
な
ど
と
聞
か
れ
る
と
、
モ
ゴ
モ
ゴ
し
た

声
で
、
う
っ
む
き
か
げ
ん
に
「
の
ば
工
…
…
…
で
す
」

と
答
え
る
。
し
か
し
最
近
、
わ
が
ク
ラ
プ
の
名
声
を

聞

い
て
か

「
エ
レ
ガ
ン
ス
」
と
い
う
名
一則
を

つ
け
た

ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た
そ
う
な
。
早
速
、

「
元
祖

エ
レ

ガ
ン
ス
」
と
し
な
け
れ
ば
と
目
下
検
討
中
な
の
で
す
。

わ
が
ク
ラ
ブ
は
横
浜
の
団
地
の
中
に
あ
り
、
生
れ

て
三
年
に
な
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
十
四
名

の
自
称
、

若
く
、
美
し
く
、　
エ
レ
ガ
ン
ト
な
レ
デ
ィ
ば
か
り
。

人
部
の
動
機
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
体
の
関
節
が
さ
び
っ

い
て
き
た
か
ら
、
お
な
か
を
ひ
っ
こ
め
た
い
か
ら
、

ひ
ま
だ
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
と
か
、
中
に
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
好
き
で
好
き
で
と
い
う
立
派
な
人

も
い
る
。

だ
か
ら
腕
も
さ
ま
ざ
ま
、
勝
負
に
対
す
る
執
着
心

も
強
弱
と
り
ま
ぜ
て
、
い
ろ
い
ろ
。
だ
か
ら
バ
ド
ミ
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る
よ
う
に
し
て
、
得
点
を
か
せ
ぐ
。
な
ん
と
巧
妙
な

頭
脳
的
な
プ
レ
ー
で
あ
る
こ
と
よ
″
　
試
合
を
こ
こ

で
や
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
さ
ぞ
か
し
、
良

い
成
績
を

お
さ
め
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
に
、
残
念
″
　
せ
め
て

サ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
と
こ
ろ
に
、
衝
立
で
も
た
て
て
く

れ
た
ら
、
あ
ん
な
に
サ
イ
ド
ア
ウ
ト
を
と
ら
れ
る
こ

と
は
、
な
い
だ
ろ
う
に
。

し
か
し
、
私
達
の
練
習
は
、
こ
こ
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
よ
り

一
層

の
技
術

の
向
上
と
、
と
に
か

く
広

い
体
育
館
で
練
習
を
し
な

い
と
、
ビ
ン
の
底
で

は
ね
ま
わ
る
パ
ッ
タ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

月
に

一
～
二
回
、
夜
間
、
中
学
の
体
育
館
を
借
り
る

の
で
す
。

こ
の
日
は
、

「
パ
パ
、
子
ど
も
た
ち
、許
し
て
″
」

と
心
で
叫
び
な
が
ら
、
夕
食
も
そ
こ
そ
こ
に
、
ほ
っ

バ ドミントン界☆1978。 6

コーチのアドバイスはすぐに(?)吸収します

た
ら
か
し
て
家
を
出
て
来
ま
す
。
若
く
て
、
す
て
き

で
、
優
秀
で
、
わ
が
ク
ラ
プ
の
自
慢
で
あ
る
コ
ー
チ

も
こ
の
日
は
来
て
下
さ
る
し
、
な
に
よ
り
広
々
と
し

た
体
育
館
で
、
思
い
き
リ
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
り
ま
わ
せ

る
と
い
う
の
は
嬉
し
い
。
上
手
は
上
手
な
り
に
、
下

手
は
下
手
な
り
に
、遠
慮
な
ど
し
な
い
で
、
少
し
で
も

長
時
間
、　
コ
ー
ト
に
入
っ
て
い
よ
う
と
努
力
し
ま
す
。

「体
育
館
て
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
わ
ね
え
」
と
か
、

「
コ
ー
ト
が
広
く
て
、
シ
ャ
ト
ル
が
見
に
く
い
わ
ね

え
」
と
か
、
ミ
ス
を
す
べ
て
い
環
境
の
せ
い
に
す
る

人
が
い
る
。

「今
日
は

（決
し
て
今
日
も
と
は
言
わ
な
い
）
腕

が

へ
ん
な
の
よ
」
と
、
た
ま
た
ま
体
の
調
子
が
悪
か

っ
た
こ
と
に
す
る
人
も

い
る
。
上
手
な
人
は
黙

っ
て

い
る
。

コ
ー
チ
に
教
え
て
い
た
だ
く
時
は
熱
心
に
聞

い
て
は
い
る
の
だ
が
、
頭
で
は
理
解
出
来
て
も
、
体

は
理
解
し
て
く
れ
な
い
。
で
も
、
で
も
、
と
て
も
楽

し
く
て
、
み
ん
な
、
や
め
ら
れ
な
い
の
で
す
。

こ
の
ま
ま
続
け
て
、
そ
の
う
ち
に
、
年
齢
別

の
試

合
で
も
作

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
、
願

っ
て
い
る
の
で

す
。
は
つ
ら
つ
マ
マ
が
、
は
つ
ら
つ
お
ば
あ
ち
や
ん

に
な
っ
て
も
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
続
け
て
い
た
い
で

す
ね
え
―
―
―
。

誰ですか「プレーより掃除の方がうまい」なんて言うのは

子供は子供同士がよろしいようで
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ファッショナブ ョ
バドミントン0

厳選された豊富さでお応」

ファッション性とスポーツ性一― この2つ をより合わ

せ持つファッショナブル・スポーツーバ ドミントンの

感党を肌で感じにいらっしゃいませんか―― ′

色あぎやかにそして機能性も豊かなウェアやバッグ

など一一バ ドミン トンのすべてが常にフレッシュな

状態でスタンバイ。

渋 谷 店

東京都,谷 区薇,丘町17(ビレッジ 01

ビル3階 )T E L03-464-,25～ 2〒 ,0

0管彙時間/午前 0時 ―午後
'崎
31分

新宿店
東京都新宿区西新宿, O mlト ラヤヒル

000管彙時間/午前 0時 午後7時

横 浜 店

,ス カイヒル3略 )Tこ し
“
S`5 785〒 221

000曽彙時間/午前 0時―午後8時

WINDSOR RACKEtt SHOP



着
る
も
よ
Ｌ

持
つ
も
よ
し
。

こ
ち
ら
ヨ
ネ
ツ
ク
ス
感
覚
。

機能をつきつめたものは美しい。ヨネックスはこの考えを

基にして、たくさんのスポーツウエアをおとどけしてい

ます。白を基調に、ヨネックスのシンポルカラーである

ブルー&グ リーンをアクセントにしたもの、そのほかシャ
レた色づかいのものなど、種類もサイズも豊富です。年

齢や性別をこえ、国境をこえて、トンププレイヤー達の

身をつつんでいます。またスポーツパッグにしても、細

かい親切設計でデザインされています。同じ型でありな

がら一週間用、4～ 5日用、 |～ 2日 用など大・中・小と

そろえたり、多目的に使えるものもあったりで、選ぶ楽

しさじゅうぶん。色は白が中心ですが、濃緑、濃紺、茶

などいろいろあります。さて、スポーツシューズもヨネッ

クスの自慢。靴底が機能的な設計ですから、フットワーク

が生きてきます。スポーッをサイエンスの日でとらえ、そ

して美しい形を仕上げる芸当。これぞヨネックス感覚て丸

L



喜びの本田会長を囲んだユ杯チーム

パーティは本田会長の挨拶でオープニング

●

ニ
メ
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勝 祝

偉業を成 し遂げ、すつかりたくましくなった大和撫子

若手 トリオは大はしゃぎ

貪
濶

^写
菫
骰
虚
Ｌ
Ｅ
Ｅ
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ｋ
Ｒ
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世界初の1ロロ%
グラフ7fトシヤフト
画期的なものを生むためには冒険が必要‐ 。B-82・ B80
もこの例にもれません。グラ77イ ト77イバー繊維は異方性

にとむ性質で、配列しか でヽま性能が大きく変わります。

カワサキはこの難問を独特のクロス加工で解消。方向の異な

るグラ77イ ト繊維を4層に重ね合浸 、素材のもつ特性を

最大限に引き出しました。これこそ世界が待ち望ん0ヽた理

想のラケント。スチ~ノレ イ`スこカーボンをまきつけただけとい

うラケソトとは威力が違います。この完成度の高さはカワサキ

なら0まのもの。

m旧田Ⅱ
河崎ラケットエ業株式会社

B‐80
グラファイトシャフト ウッドフレーム 黒(ケース付)
フレーム価格7′ 700円 ガット張り上り価格8′ 400円

R

′

Ｑ”
η
ｌ

暉
Ｘ
く
の



, と

絆 トスポツトの広さがちがう

ALL CRA  ITE SHJ
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球1劫tれの早し極限のO.75%。 新発売。

高級トーナメント用〈オレンカ¥500

■藪下て石

超強力 (ナイロン)糸の使用により、インパクト時の

摩擦による、ガット切れま解,肖。細いダージ(0_75%)

が球ばなれを早くし、また風による抵抗が少ない為、

シャープな振りを生む。打った時の確かな手応えは

長期間の使用にもゆるみがなく、常に鋭い反権力。

温度 湿気などに変質しない優れた耐久性は限界

を知らな 寸ヽ支術の結晶。張り11げがスムーズで色

合いも他に類のない、ラケットとのトータルカラー。

常に追求を緩めないゴーセンの技術陣が作りあげ

た、まさに超スーパー級のガツトです。

日本li O● 540大 阪市東区●ll町48(06,9425816代  ■東京支店0■ 1''東 京都台束区蔵前4 14 aH03)8626576代  ■福岡営姜所0■ 8'O IE岡 市中央区事院
1488(092)7125247代 ■北陸誉業所●嗜921石 川県奎沢市輌

",228(0762)0702∞
代

い
バンカ ラケッLハイ・トー7ス

竹製なキuFこそ発揮できる威力がバドミントンのプレーに適し

た材質の特性であることに着日して、その研究成果を集積し

た、バンプーラケット(ハイ・トーマス〉。竹と木の合板による強靭

なフレームと細くて長いテーパーシャフトによる抜群の反掟力

と反掟音。薄いフレームに竹独特の強さとしなりがシャ プな

振りと動きを可能にしま九 ガット張りによるラケットの変形が

起らなく、ソフトグリップが手に良くなじみます。

日本バドミントン協会推奨

‐ '

Ｆ

一一躍



電

体調不当分隆爾砂で|

今年になつての進境が

著しιヽ米倉よし子選手

鰤 |ヽ

ダブルスプレーヤーとしての

実力をつけた高口幹子選手

補「

脚
檄 珈

ヽ
    」

S♀

1今

の力〔
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トッププレーヤー対彙

5ヽ400〔ケース付 がント別〕
◎テー ―ヾドシャフト:先細、手元太r・9ン グなシャフト◎フレー/、 :

柔軟性と剛性を両
'さ

せた高級合板製◎グリップ:手 (lLっくりと

馴染む高質牛皮■グリップサイズ Gγ 太
'C3中
)C4(細

'■
重量

〔ガントなし〕L(120g以 下)M(1308以 下)H(130gを 超すもの |

プレーヤー& 般対象

3ヽ 41Xl〔ケースル ト111
◎ストレートスティールシャフトoフ レーム :やはり強度としなりを

兼ねそなえた合板フレーム.吟味された高級材質の堅牢性が
ラケットの変形を防ざまtOグリップ:牛皮を使用し、触感 密着感
にすく|■ていまt■グリンプサイ札C3のみ■重量、Mのみです

一般 aヒ
.ギ
ナー対象

2ヽ鰤  〔ガント付〕
Oス トレートスティールシャフト◎フレーム :丹念にセレクトされた

本質素材の合板フレームで強度を確保しました.0グ リップ :

グリップには手に馴染みの良い牛皮を使用ログリップサイズ

G3の み■重晨、Mのみ

α彙おピはどのl本をとうても素材が生きで るヽ。

と、これは定説で丸 素材の持ち味。その良さを

lCICl%引き出す…・技術陣に力せられたこの大きな

難題に応えるものは独自のテクノロジーとバトミ

ントンそのものへの情熱です。ラケットとは何か

の原点から始まった形、構造への徹底追求。そして

ヽ;

「いままでのモノは、ここがこう満足できない。で、

こうして欲しい。Jと いう現役トンプの熱望…。

すべて組みこみまtえ。くまなく改良しました。バラン

スの良さ。なじむグリンス この軽さ。いま、最新鋭の

碑 、いち早く使いこなすのがライノウレを泣力す

秘訣 … とれ

ライ ルヽを沈めろ。
adidaざ、破壊的なパワ輌 絶乱

1/

4く

ミ
ゝ

′

く

隧 特楯で…◇……柿ぷ距饒 翼罵:嘱曇量[}「「ホ
cdidcざ型プ
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ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
性
格
と
す
ぐ
れ
た
例
を
見

た
と
こ
ろ
で
、
こ
ん
ど
は
自
分
た
ち
が
ひ
と
つ
実
際

に
書

い
て
み
る
。
テ
ー

マ
は
な
ん
で
も
い
い
。

日
記
。
こ
れ
も
詩
や
幻
想
を
記
し
た
も
の
を
除
き
、

立
派
な
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
近
況
を
書
き

級
る
手
紙
だ
っ
て
同
じ
こ
と
だ
。

日
本
に
は
、
文
章
読
本
や
文
章
作
法
の
た
ぐ
い
の

書
物
は
多

い
し
、
ま
た
よ
く
読
ま
れ
る
よ
う
だ
が
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
書
き
方
や
そ
の
技
術
を
説
明

し
た
も
の
は
あ
ま
り
見
当
ら
な
い
。
だ
が
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
Ｅ
国
の
ア
メ
リ
カ
に
は
、
「
説
得
力

の
あ

る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
書
き
方
」
式

の
参
考
書
が

よ
く
出
版
さ
れ
、
創
造
的
作
文
の
コ
ー
ス
が
ど
こ
の
大

学
に
も
お
か
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
モ
つ
し
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
書
き

方
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
教
え
る
ア
メ
リ
ヵ
の
参
考
書
を
例

に
と
っ
て
、
説
明
し
て
み
よ
う
。
　
コ
冗
れ
る
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
の
書
き
方
』
と
い
う

い
わ
ゆ
る

ハ
ウ
ツ

ー
も
の
で
、
著
者
の
Ｆ

・
Ａ

・
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
は
、

こ
れ
ま
で
に
七
百
篇
以
上
の
作
品
を
雑
誌
に
の
せ
、

「
お
金
に
な
る
作
文
」
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
で
エ
ミ

ー
賞
を
受
け
た
ラ
イ
タ
ー
で
あ
る
。

本
書
を
読
め
ば
偉
大
な
作
家
に
な
れ
る
と
保
証
は

し
な
い
が
、
文
章
を
書
く
上
の
指
針
は
与
え
る
。

ロ

ッ
ク
ウ
ェ
ル
は
こ
う
い
っ
て
、
売
れ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
に
は
か
な
ら
ず
、

１
　
ア
イ
デ
ア

２
　
タ
イ
ミ
ン
グ

３
　
観
点

４
　
プ

ロ
ッ
ト

が
よ
く
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。

さ
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
観
点
、
プ

ロ
ッ
ト
、　
い
ず

れ
も
大
切
な
こ
と
は
わ
か
る
。
だ
が
そ
も
そ
も
ア
イ

デ
ア
は
ど
こ
か
ら
得
た
ら
よ
い
か
？
　
一
般
の
人
た

ち
の
第

一
の
疑
間
は
こ
と
点
で
あ
ろ
う
。

「書
く
こ
と
な
ん
て
な
い
わ
」

「
ぼ
く
の
経
験
な
ん
か
と
て
も
と
て
も
…
」

だ
が
、
ち
ょ
っ
と
胸
に
手
を
当
て
て
、
き
の
う
か

ら
い
ま
ま
で
の
二
十
四
時
間
、
自
分
の
身
に
起

っ
た

こ
と
を
思

い
返
し
て
み
る
と
い
い
。
ど
ん
な
に
地
味

に
暮
し
て
い
る
人
で
も
、
事

の
大
小
を
別
に
す
れ
ば

日
記
に
は
と
て
も
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の
事
柄
が
次

次
に
起
き
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
仕
事
、
読
書
、
思

索
、
観
察
、
空
想
、
会
話

ｅ
ｔ
ｃ
、
個
人
の
活
動
そ

の
も
の
は
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
中
で
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
を
ま
と
め
る
と
き
材
料
に
な
る
の
は
、
会

っ

た
人
、
読
ん
だ
内
容
、
体
験
の
二
つ
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
こ
２

一ち

の
要
素
が
あ
っ
て
も
、　
一

般
の
人
は
す
ぐ
に
も
の
が
書
け
る
と
は
限
ら
な
い
。

人
は
よ
く
文
オ
と
か
、
文
章
家
と
か
い
っ
て
文
章
を

書
く
能
力
の
こ
と
を
先
天
的
な
才
能
の
よ
う
に
い
う

が
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
文
章
を
書
く
力
は
、
そ
の

人
の
母
国
語
や
外
国
語
と
同
じ
よ
う
に
、
模
倣
、
つ

ま
り
先
人
の
ま
ね
を
し
て
覚
え
る
以
上
、
ま
っ
た
く

後
天
性
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
誰
で
も
ふ
つ

う
の
努
力
を
す
れ
ば
ふ
つ
う
の
文
章
が
書
け
る
は
ず

で
あ
る
。　
一
般

の
人
は
、
作
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
ち
が
っ
て
、
書
く
こ
と
を
前
提
に
も
の
を
見
た
り
、

人
と
話
し
た
り
し
な
い
。
だ
か
ら
、
文
章
を
書

こ
う

と
す
れ
ば
、
「
も
の
書
き
」

の
よ
う
な
態
度
と
観
察
力

を
多
少
で
も
身
に
つ
け
れ
ば
書
け
る
よ
う
に
な
る
は

ず
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
書

こ

う
と
志
ざ
す
人
が
ど
の
よ
う
に
し
て
い
い
ア
イ
デ
ア

を
思

い
っ
く
か
に
つ
い
て
、
八
つ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
い
る
。

１
　
ア
イ
デ
ア
探
し
を
片
時
も
休
む
な
か
れ
。

２
　
た
え
ず

エ
ン
ピ
ツ
と
メ
モ
の
用
意
を
。

３
　
い
い
ア
イ
デ
ア
を
し
ま
い
こ
む
な
。

４
　
ア
イ
デ
ア
の
無
駄
づ
か
い
も
い
け
な
い
。

５
　
ア
イ
デ
ア
が
完
全
な
形
で
こ
ろ
が
り
こ
ん
で

く
る
と
思
う
べ
か
ら
ず
。

６
　

三ヽ
観
、
客
観
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
。

７
　
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
探
さ
ず
、
手
持
の
ア
イ

デ
ア
を
別
の
ア
ン
グ
ル

（角
度
）
で
料
理
す

る
こ
と
も
考
え
る
と
い
い
。

俗
に
、
タ
タ
ミ
の
上
の
水
練
と
い
う
が
、
書
く
方

法
に
ば
か
り
こ
だ
わ
っ
て
い
て
は
、
上
手
に
な
ら
な

い
。
な
ん
で
も
い
い
か
ら
過
去
二
十
四
時
間
の
体
験

を
テ
ー

マ
に
短

い
文
章
を
書

い
て
み
る
と
い
い
。
そ

う
す
る
と
、

い
ま
ま
で
漫
然
と
読
ん
で
い
た
他
人
の

文
章
を
、
違

っ
た
眼
で
眺
め
て
い
る
自
分
に
気
づ
く

は
ず
で
あ
る
。
次
回
は
そ
う
し
た

″新
し
い
眼
″
で
、

身

の
ま
わ
り
の
週
刊
誌
の
文
章
を
見
て
み
よ
う
。

25

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ア
ラ
カ
ル
ト
ロ

書
き
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ

放
送
「碑

―
ナ
リ
ス
ト
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田
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン

⑫栂野尾悦子

あ
こ
が
れ
の

全
英
選
手
権
へ
出
場

一
九
六
九
年
の
全
日
本
総
合
選
手
権
ダ
ブ
ル
ス
２

連
勝
は
、
相
沢

・
竹
中
の
ダ
ブ
ル
ス
も
全
日
本
ま

で

と
あ
き
ら
め
て
い
た
私
達
に
、
も
し
か
し
た
ら
全
英

に
行
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
希
望
か
ら
、
し
だ

い
に
欲

へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

一
九
七
〇
年
の
幕
開
け
と
共
に
、
全
英
選
手
権
に

出
場
で
き
る
と
い
う
吉
報
が
舞

い
込
ん
で
き
ま
し
た
。

新
潟
に
来
て
以
来
、
毎
日
の
よ
う
に
日
本

一
、
世

界

一
を
め
ざ
す
と
い
わ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
が
、
ま
て

さ
に
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て

一
歩
ず

つ
進
み
つ
つ

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
そ
の
前
に
、
大
き
な
難
関
が
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
た
の
で
す
。
遠
征
費
用
と
し
て
自
己
負
担

金
が
、　
一
人
６０
万
円
必
要
だ
と
い
う
の
で
す
。
八
年

前

の
６０
万
円
と
い
え
ば
大
変
な
金
額
で
す
。
家
と
し

て
も

一
度
に
そ
れ
ほ
ど
の
大
金
を
調
達
で
き
る
わ
け

が
な
く
、
す
ぐ
に
青
陵
短
大
の
本
間
学
長
に
相
談
し

ま
し
た
。
そ
し
て
学
長
自
ら
私
達
を
従
え
て
、
何
日

間
も
新
潟
市
内
の
大
手
会
社

へ
、
挨
拶
回
り
が
て
ら

資
金
カ
ン
パ
の
た
め
、　
一
軒

一
軒
頭
を
下
げ
て
く
だ

さ
り
、
次
か
ら
次

へ
と
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
ご

恩
は
、　
一
生
涯
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

上
、
学
園
や
親
せ
き
、
高
橋
と
も
子
さ
ん
な
ど
多
く

の
友
人
の
援
助
や
励
ま
し
に
、
ど
ん
な
に
力
強
い
勇

気
と
、
感
激
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
出
発

ま
で
の
期
間
に
も
、
何
が
何
で
も
や
れ
る
限
り
の
力

を
出
し
て
こ
よ
う
と
、
今
ま
で
の
気
迫
に
も
増
し
て

練
習
に
熱
が
こ
も
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
春
休
み
中

な
の
で
、
練
習
後
の
わ
ず
か
な
げ
間
で
し
た
が
、
せ

め
て
も
の
足
し
に
と
、
二
人
で
お
好
み
焼
き
屋
さ
ん

で
張
り
切
っ
て
ア
ル
バ
イ
ト
し
た
こ
と
も
、
今
は
懐

し
く
、
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ヘ
初
遠
征
出
発
前

の
喜
び
と
期
待
が
改
め
て
思
い
出
さ
れ
、
ま
し
て
今

度
は
、
世
界
各
国
の
ト

ッ
プ
が
競

い
合
う
権
威
あ
る

全
英
選
手
権
で
腕
試
し
が
で
き
る
幸
運
に
、
そ
の
感

私
た
ち
が
い
ょ
い
よ
全
英
に
出
ら
れ
る
″
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練
習
に
も
熱
が
は
い
る
。

激
は
数
倍
に
も
ふ
く
ら
ん
で
い
っ
た
の
で
す
。
更
に

デ
ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
、
全
米
オ
ー
プ
ン
に
も
参
加

で
き
る
と
い
う
の
で
す
。

い
よ
い
よ
男
子
二
名
、
女
子
五
名
を
乗
せ
た
ル
フ

ト

ハ
ン
ザ
機
は
、
第

一
の
目
的
地
デ
ン
マ
ー
ク
に
向

け
て
飛
び
立
っ
た
の
で
す
。
ア
ン
カ
レ
ジ
で
給
油
し

北
極
点
を
通
過
し
て
、
十
六
時
間
の
長
旅
の
末
、
早

朝
六
時
、

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
到
着
し
た
の
で
す
。

初
め
て
踏
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
身
を
裂
く
よ
う
な

寒
気
と
静
寂
が
、
長
旅
で
ガ
ク
ガ
ク
し
て
い
る
ひ
ざ

や
、
興
奮
し
て
上
気
し
た
ほ
お
に
、
何
と
も
い
え
な

い
ピ
リ

ッ
と
し
た
さ
わ
や
か
さ
を
送

っ
て
く
れ
、
と

う
と
う
来
た
ノ
と
い
う
実
感
に
し
ば
ら
く
は
、
朝
の

冷
気
の
中
で
酔

っ
て
い
ま
し
た
。

私
達
を
迎
え
て
く
れ
た
コ
ペ
ン
の
街
は
、
ど
っ
し

り
と
し
た
風
格

の
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
と
、真

っ
青

な

空
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
、
そ
の
中
に
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

童
話
に
で
て
く
る
よ
う
な
人
形
の
像
や
、
歴
史
上
の

人
物
の
銅
像
、
チ
ボ
リ
公
園
が
、
ま
る
で
お
と
ざ
の

国
に
迷

い
込
ん
だ
よ
う
な
錯
覚
を
起

こ
し
そ
う
な
ほ

ど
う
ま
く
溶
け
合

っ
て
い
る
の
で
す
。

ど
の
ア
パ
ー
ト
や
オ
フ
イ
ス
の
窓
辺
に
も
、
ス
イ

セ
ン
や
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の
鉢
植
え
が
並

べ
ら
れ
、
街

の
あ
ち
こ
ち
で
荷
車

い
っ
ぱ
い
に
様

々
な
花
を
の
せ

て
売
り
歩
く
花
屋
さ
ん
に
出
会
う
の
で
す
。

道
行
く
人
は
、
日
本
の
よ
う
に
せ
か
せ
か
と
せ
ず
、

ま
る
で
歩
く
こ
と
自
体
を
楽
し
む
よ
う
に
ゆ
っ
く
り

と
し
た
歩
調
が
、
な
お
い
っ
そ
う
街

の
雰
囲
気
を
か

も
し
だ
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、　
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
ス
バ
ー
グ
ホ
テ
ル
に
荷
物

を
降
ろ
し
た
私
達

一
行
は
、
軽

い
朝
食

の
後
、
二
、

三
時
間
仮
眠
し
、
午
後
さ
っ
そ
く
練
習
に
出
か
け
た

の
で
十
フ
。

日
本
と
八
時
間
の
時
差
が
あ
る
た
め
、　
コ
ペ
ン
は

午
後
と
い
っ
て
も
、
日
本
は
す

っ
か
り
夜
が
更
け
た

こ
ろ
、
こ
こ
で
眠

っ
て
し
ま
っ
て
は
大
変
、
ひ
と
汗

か
い
て
ほ
ど
よ
い
練
習
で
疲
労
し
て
お
く
ほ
う
が
、
よ

夜
ぐ

っ
す
り
眠
れ
、
早
く
時
差
に
慣
れ
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
、
何
度
も
海
外
遠
征
の
経
験
が
あ
る
、

一局
木
さ
ん
や
天
野
さ
ん
の
知
恵
だ
っ
た
の
で
す
。

Ｈ
Ｂ
Ｋ
と
い
う
５
面
の
コ
ー
ト
を
持

つ
ク
ラ
ブ
で

の
初
練
習
は
さ
ん
ざ
ん
な
も
の
で
し
た
。
夢
に
ま
で

み
た
あ
こ
が
れ
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
初
練
習
と
あ
っ

て
、
張
り
切

っ
て
コ
ー
ト
に
入
っ
た
の
に
、
十
分
も

打
ち
合
う
と
心
臓
が
こ
わ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど

息
切
れ
が
し
、
め
ま
い
で
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
二
人
と
も
前
途
真

っ
暗
な
思

い
で
し

ょ
ん
ぼ
リ
ベ
ン
チ
に
す
わ
っ
て
い
る
と
、

「時
差
に

慣
れ
る
ま
で
二
、
三
日
は
皆
そ
う
だ
か
ら
気
に
し
な

い
で
い
い
の
よ
¨
と
先
輩
達
に
慰
め
ら
れ
、
試
合
が

始
ま
っ
て
も
こ
ん
な
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
、
情

け
な
い
思

い
と
、
わ
ず
か
な
期
待
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
第

一
日
目
が
過
ぎ
て
い
っ
た
の
で
す
。

こ
こ
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ク
ラ

プ
を
少
し
詳
し
く
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

人
口
の
少
な
い
デ
ン
マ
ー
ク
に
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク

ラ
プ
が

一
五
〇
近
く
も
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
パ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
シ
ー
ズ
ン
は
１０
月
か
ら
５
月
く
ら
い
ま

で
で
、
冬
期
は
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
選
手
も
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
み
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
そ
の
層

は
厚
く
、
各
地
区
、
各
町
に
必
ず
ク
ラ
プ
が
あ
る
の

で
す
。

か
ま
ば
こ
型
の
３
面

～
５
面
の
体
育
館
が
ほ
と
ん

ど
で
、
館
内
に
は
、
軽
食
堂
や
サ
ウ
ナ
、
シ
ャ
ワ
ー

ル
ー
ム
も
完
備
さ
れ
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
員
は
時
間
を

予
約
し
て
出
か
け
て
く
る
の
で
す
。
娯
楽
と
い
っ
て

も
あ
ま
り
多
く
な
い
だ
け
に
、
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
も
立
派
な
社
交

の
場

の
役
目
を
し
て
い
る
の

で
す
。　
一
家
総
出
で
ク
ラ
ブ
に
出
か
け
て
行
き
、
家

族
の
誰
か
が
プ
レ
ー
を
し
て
い
る
あ
い
だ
、
そ
の
プ

レ
ー
を
見
な
が
ら
軽
食
堂
で
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
近

所
の
人
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
と
い
う
ふ
う
に
、

と
て
も
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
な
の
で
す
。
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大
人
と
同
じ
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
り
回
し
て
い
る
チ
ビ

ッ
子
も
、
フ
ォ
ー
ム
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
気
ま
ま

に
ラ
ケ
ッ
ト
ろ
操
り
ま
す
。
ま
ず
は
ラ
ケ
ッ
ト
を
自

分
の
思
う
よ
う
に
扱
え
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と
い

う
方
針
な
の
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
に
来
日
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
見
て
も
、　
一
人

一
人
が
大

変
個
性
的
で
あ
り
、
そ
の
ラ
ケ

ッ
ト
さ
ば
き

の
巧

み
さ
か
ら
笑

い
を
誘
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
ね
。
し

か
し
決
し
て
彼
ら
は
好
き
勝
手
な
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
ォ
ー
ム
や
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
様
々
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
理
想
の
タ
イ

ミ
ン
グ
や
打
点
で
シ
ョ
ッ
ト
し
て
い
る
の
で
す
。
型

に
は
ま
っ
た
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
い
か
わ
り
に
、
要

点
だ
け
は
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
い
る
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
ス
タ
イ
ル
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。

各
ク
ラ
プ
に
は
、
何
人
か
の
専
属

コ
ー
チ
が
常
時

い
て
、
有
望
な
ジ
ュ
ニ
ア
が
い
れ
ば
、
徹
底
し
た

マ

ン
ツ
ー

マ
ン
式
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
狙
わ
せ
ま
す
。

社
交
場
を
か
ね
た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
が
う

ま
く
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
の
が
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
ク
ラ
ブ
で
す
。

そ
の
上
、
ミ
セ
ス
の
ク
ラ
ブ
員
が
多

い
こ
と
も
、

私
た
ち
を
驚
か
せ
た
の
で
す
。
今
で
こ
そ
日
本
全
国

家
庭
婦
人
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
プ
が
熱
心
に
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
八
年
前
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
と

い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
い

つ
か
日
本
も
仕
事
を
持

つ
女
性
や
、
家
庭
に
入
っ
た

マ
マ
さ
ん
達
に
、
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
も
っ
と
も

っ
と

浸
透
し
て
盛
ん
に
な
っ
て
は
し
い
と
強
く
願

っ
た
も

の
で
す
。

ま
た
、
ジ
ュ
ニ
ア
や
若
者
達
に
と
っ
て
恵
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
、
ク
ラ
ブ
対
抗
試
合
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

行
わ
れ
、
国
内
に
限
ら
ず
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
は
汽
車

や
車
で
す
ぐ
隣
国

へ
行
け
る
便
利
さ
か
ら
、
他
国
の

選
手
権
に
も
出
場
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
数
多
く
あ
る

の
で
、
試
合

の
か
け
ひ
き
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
作
り

試
合
度
胸
な
ど
、
実
践
の
場
数
を
踏
め
ば
踏
む
ほ
ど

上
達
し
て
い
け
る
の
で
す
。
同
時
に
、
普
段
か
ら
目

の
前
で
ト

ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
練
習
ぶ
り
や
試
合
を

見
ら
れ
る
だ
け
で
も
、
チ
ビ

ッ
子
達
に
と
っ
て
ど
ん

な
に
か
素
晴
ら
し

い
大
き
な
あ
こ
が
れ
と
目
標
を
与

え
ら
れ
て
い
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

話
を
も
ど
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
に
来
て
、
二
、
四

日
の
練
習
後
、
ど
う
に
か
体
調
を
戻
し
た
私
達
に
、

い
よ
い
よ
初
舞
台

の
デ
ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
選
手
権

が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

（次
号

へ
つ
づ
く
）

赤
ち
や

栂
野
尾
昌

一
、
悦
子
ご
夫
婦
に
女
子
誕
生
。

か
ね
て
よ
り
郷
里
石
川
に
帰
省
中
の
栂
野
尾
悦

子
さ
ん
は
、
５
月
１３
日
、
無
事
出
産
さ
れ
ま
し

た
。
名
前
は
優
子
チ
ャ
ン
。

「
ぜ
ひ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
」
と

い
う
周
囲
の
声
を
よ
そ
に
、
ご
主
人
昌

一
さ
ん

は

「何
か
別
な
こ
と
を
や
ら
せ
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
す
が
、
い
か
が
な
り
ま
す
や
ら
楽
し
み

な
話
題
で
す
。

悦
子
さ
ん
は
、
連
載
中
の
原
稿
を
大
き
な
？

お
腹
を
か
か
え
な
が
ら
、
石
川
か
ら
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
が
、
同
封
の
お
便
り
の

一
部
を
皆
さ

ん
に
も
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

石
川
の
田
合
に
帰
っ
て
三
週
間
に
な
り
ま
す
。

（
１０
日
現
在
）
今
は
ユ
杯
が
最
大
の
関
心
事

で
す
が
、
ぜ
ひ
カ
ッ
プ
を
日
本
に
持
ち
帰
っ

て
欲
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（中
略
）
私

の
お
腹
も
よ
う
や
く
パ
ン
ク
の
時
期
を
む
か

え
、
原
稿
を
書
き
終
え
た
ら
入
院
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。
（編
集
部

一
同
感
謝
×
中
略
）
人

の
親
に
な
る
な
ん
て
ま
っ
た
く
自
信
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
と
不
安
で
す

が
、
二
人
で
力
を
合
わ
せ
て
や
っ
て
い
か
ね

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（中
略
）
生
ま
れ
て
く

る
赤
ち
ゃ
ん
に
関
し
て
、
二
つ
だ
け
確
信
が

持
て
る
の
は
、
食
い
し
ん
坊
な
こ
と
と
、
お

風
呂
嫌
い
な
こ
と
で
す
。
と
い
つ
の
は
、
何

か
食
べ
る
と
、
お
腹
の
中
で
は
じ
ゃ
ぐ
し
、

お
風
呂
の
中
は
、
あ
ん
な
に
気
持
が
い
い
の

に
ち
っ
と
も
動
か
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
明

ら
か
に
誰
か
さ
ん
と
ソ
ッ
ク
リ
で
す
。
（食
い

し
ん
坊
は
二
人
と
も
で
す
が
）
く
だ
ら
な
い

こ
と
を
書
き
過
ぎ
ま
し
た
。
で
は
こ
れ
か
ら

覚
悟
し
て
出
か
け
て
き
ま
す
。

（後
略
）

ん
誕
生
〃
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梅
雨
時
の
山
崎
街
道
。
雨
が
激
し
く
降

っ
て
い
て
、

真
夜
中
で
あ
る
。

花
道
か
ら
、
片
手
に
提
灯
を
提
げ
、
片
手
で
杖
を

つ
い
た
老
人
が
と
ぼ
と
は
と
出
て
来
る
。
百
姓
、
与

市
兵
衛
で
あ
る
。
舞
台
中
央
の
掛
稲
の
前
ま
で
来
る

と
、
石
に
腰
掛
け
て
ひ
と
休
み
の
ひ
と
り
言
。

「娘

や
お
婆
が
俺
の
リーーー
リ
を
待

っ
て
い
よ
う
が
、
一戻
っ
て

話
を
し
て
や
っ
た
ら
、
さ
ぞ
喜
ぶ
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
こ
の
お
金
、
あ
り
が
た
い
あ
り
が
た
い
¨

祗
園
の
茶
屋

へ
娘
お
か
る
の
身
売
り
話
を
決
め
、

そ
の
代
金
の
半
額
五
十
両
を
与
市
兵
衛
は
紐

つ
き
縞

の
財
布
に
収
め
て
懐
中
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
を
押

し
頂
い
た
と
き
、
掛
稲
の
間
か
ら
手
が
出
て
財
布
を

ひ
っ
た
く
る
。
驚

い
た
老
人
の
脇
腹
を
、
さ
ら
に
自

刃
が
突
き
刺
す
。

掛
稲
を
押
し
分
け
て
出
て
来
た
の
は
、
黒
紋
付
、

大
小
落
し
差
し
、
尻
は
し
ょ
り
姿
の
ず

っ
ぷ
り
濡
れ

た
斧
定
九
郎
。
浅
野
家

の
浪
人
で
、
現
在
は
山
賊
を

営
業
中
。
刀
を
引
抜
く
と
老
人
は
ば
っ
た
り
と
倒
れ

た
。
彼
は
財
布
を
と
り
上
げ
て
、
な
か
の
小
判
を
数

え
、
思
わ
ず

「五
十
両
／
」
と
声
に
出
し
、
に
っ
た

り
と
思

い
入
れ
。

す
る
と
花
道
苺
ら

一
匹
の
猪
が
走
っ
て
来
る
の
で
、

彼
は
慌
て
て
掛
稲

へ
隠
れ
る
。
猪
は
、
縫

い
ぐ
る
み

を
つ
け
、
な
が
い
顔
を
つ
き
出
し
、
両
前
肢
を
ぶ
ら

ん
ぶ
ら
ん
さ
せ
、
な
か
な
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
あ
る
。

舞
台
を
ひ
と
回
り
し
て
上
手
に
入
る
。

ほ
っ
と
し
た
定
九
郎
が
下
手

へ
去
ろ
う
と
す
る
時
、

鉄
砲

（
火
組
銃
）
の
響
き
。
そ
れ
が
定
九
郎
に
命
中

し
、
彼
は
血
を
吐
い
て
苦
し
み
、
バ
ッ
タ
リ
と
倒
れ

て
し
ま
う
。

揚
幕
か
ら
お
か
る
の
夫
、
早
野
勘
平
が
猟
師
の
姿

で
出
て
、
さ
ら
に
鉄
砲
を

一
発
。
彼
も
浅
野
家
浪
人

の

一
人
で
あ
る
。

獲
物
の
猪
と
思

っ
て
手
探
り
で
触
っ
て
み
る
と
、
人

間
で
あ
る
の
に

ハ
ッ
と
驚
く
。
が
、
さ
ら
に
手
を
動

か
す
と
、
紐

つ
き
財
布
に
触
れ
た
。

勘
平
は
思
わ
ず
そ
の
紐
を
死
体
か
ら
切
り
取
る
。

そ
し
て
と
っ
さ
に
思

い
つ
く
…
…
こ
の
金
を
持

っ
て

大
星
由
良
之
助
方
に
届
け
、
主
君
の
仇
討
を
覗
う

一

党
に
加
え
て
も
ら
お
う
…
…
と
。

…
…
以
上
が
、

「侵
名
手
本
忠
臣
蔵
」
五
段
目
の

動
き
で
あ
る
。

こ
の
脚
本
は
寛
延
元
年

（
一
七
四
八
）
初
演
、
竹

田
出
雲
外
二
人
の
合
作
で
、
は
じ
め
は
人
形
浄
瑠
璃

の
舞
台
に
か
け
ら
れ
た
の
だ
が
、
同
じ
年
内
に
歌
舞

伎
で
も
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
石
内
蔵
助
以
下
四
十
七
士
が
主
君
浅
野
内
匠
頭

長
矩
の
う
ら
み
を
晴
ら
す
た
め
吉
良
上
野
介
義
央
を

討

っ
た
元
禄
十
五
年
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
四
十
七
年
後

に
あ
た
る
。

「俄
名
手
本
」
と
い
う
の
は
、
暇
名
は

四
十
七
字
だ
か
ら
で
あ
る
。
次
第
に
季
節
を
追

い
全

部
で
十

一
段
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
近
来
は
多
少
抜

き
差
し
し
て
、　
一
日
二
部
興
行
で
上
演
さ
れ
る
こ
と

が
多

い
。
ど
ん
な
に
不
入
り
の
時
で
も

「忠
臣
蔵
」

さ
え
上
演
す
れ
ば
、
必
ず
観
客
動
員
に
成
功
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
封
建
的
な
い
わ
ゆ
る
忠
義
と
い
う

も
の
に
わ
れ
わ
れ
が
同
感
す
る
し
な
い
は
別
と
し
て
、

徳
川
時
代
の
演
劇

の
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
し
ゅ
う
ぶ

ん
に
摂
り
入
れ
て
構
成
し
て
あ
る
こ
と
に
は
、
感
心

せ
ざ
る
を
得
な
い
。

人
形
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
芝
居
は
徳
川
時
代
に
生
ま

れ
た
日
本
固
有
の
演
劇
で
あ
る
。
し
か
も
、
被
支
配

階
級
で
あ
る
町
人
層
に
よ

っ
て
愛
好
さ
れ
支
持
さ
れ

た
、
い
わ
ば
庶
民
の
芸
能

で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
爛

熟
の
芸
能
で
も
あ
る
。

非
常
に
技
巧
的
な
手
法
を
も
使
う
こ
と
が
あ
る
。

山
崎
街
道
の
場
に
登
場
す
る
与
市
兵
衛
、
斧
定
九
郎
、

早
野
勘
平
…
…
こ
の
二
役
を
、
同

一
の
…
…
つ
ま
り

一
人
の
俳
優
が
演
ず
る
と
い
う
手
法
も
あ
る
と
の
こ

と
だ
。
吹
き
替
た
（身
代
り
の
俳
優
）を
使

っ
て
、
殺

さ
れ
殺
し
殺
さ
れ
殺
ｔ
…
…
を
く
り
返
す
の
だ
と
い

…
…
こ
の
頃
歌
舞
伎
に
若

い
観
客
が
多
い
と
聞
く
。
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☆
読
者
と
☆
編
集
者
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中大
学
生
も
載
せ
て

バ
ド
界
を
毎
月
楽
し
く
読
ん
で
い

ま
す
。
最
近
は
発
行
日
も
決
ま
っ
て

い
る
の
で
よ
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
４
月
２７
日
か
ら
大
学

の
春
季
リ
ー
グ
戦
が
始
ま
り
ま
す
ね
。

そ
こ
で
お
願
い
な
の
で
す
が
、
も
っ

と
写
真
と
か
を
多
く
し
て
ほ
し
い
の

で
す
。
実
は
私
は
大
学
と
つ
な
が
っ
て
い

る
高
校
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
は
い

っ
て
い
る
の
で
、
こ
ん
な
こ
と
を
い

う
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
で
も
、

大
学
生
だ
と
社
会
人
な
ど
と
は
ま
た

ち
が
っ
た
感
じ
で
、
と
て
も
見
て
い

て
楽
し
い
し
、
い
い
と
思
う
の
で
す
。

１
部
リ
ー
グ
だ
け
で
も
い
い
と
思

い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
大
学
の
活

躍
ぶ
り
の
記
事
や
写
真
が
あ
る
と
楽

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
社
会
人
の
プ
レ
ー
な
ど

は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

で
も
、
も
う
少
し
私
た
ち
に
身
近

か
な
大
学
生
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し

て
ほ
し
い
な
ぁ
。

私
は
高
校
に
は
い
っ
て
か
ら
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
の
で
、
ま
だ

一

年
ち
ょ
っ
と
で
す
が
、
と
て
も
魅
力

の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
す
て
き
な
バ
ド
界

に
し
て
く
だ
さ
い
。

（東
京
高
輪

・
リ
ン
ち
ゃ
ん
）

◆
お
ハ
ガ
キ
あ
り
が
と
う
。
今

年
は
学
生
界
に
も
西
山
君

（中

大
）
や
、
丹
藤
君
、
楠
美
君
の

ペ
ア

（法
大
）
を
は
じ
め
、　
ニ

ュ
ー
パ
ワ
ー
が
は
い
り
ま
し
た
。

ご
希
望
に
そ
え
る
よ
う
編
集
部

も
努
力
し
ま
す
。
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。

連
続
写
真
は
大
変
参
考
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
返
事
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

（オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
リ
ン
ツ
市
在
住

ユ
ー
ル
ゲ
ン
・
ラ
ン
ツ
マ
イ
ヤ
ー
）

◆
あ
い
に
く
第
５０
号
は
す
べ
て

品
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
同
じ
よ
う
に
連
続
写
真
を

使
っ
て
解
説
し
た
別
冊

「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
選
手
に
見
る
実
戦
テ
ク

ニ
ッ
ク
」
が
、
ま
だ
少
し
残
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
で
し

た
ら
お
送
り
し
ま
す
。

郵
送
料
は
当
方
で
負
担
し
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
の

「わ
れ
ら
の

ク
ラ
ブ
」
の
欄
は
、
ク
ラ
ブ
員
が
日

本
協
会
の
登
録
選
手
で
な
い
と
だ
め

な
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
職
場
で
は
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
が
非
常
に
盛
ん
で
。
　
″所
技
″
と

な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
非
登
録
の
同
好
ク
ラ
ブ
員

は
、
所
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
地

域
の
世
話
活
動
の
中
心
と
し
て
活
躍

中
で
す
。

し
か
し
、
会
員
７５
名
は
市
民
大
会
、

県
民
体
育
祭
程
度
の
各
種
タ
イ
ト
ル

を
得
て
い
る
程
度
で
す
が
、　
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

（新
居
浜
市
菊
本
町

・
越
智
勤
也
）

◆

「わ
れ
ら
の
２
フ
ブ
」
は
広

く

一
般
の
人
々
を
対
象
と
し
て

お
り
、
協
会
登
録
の
有
無
は
全

く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ

所
内
の
も
よ
う
、
ク
ラ
プ
の
活

動
ぶ
り
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
の
読
者
に
お
知
ら
せ
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

ってきます

本
誌
は
毎
月
定
期
的
に
宛
名
カ
ー

ド
に
よ
り
発
送
し
て
お
り
、
今
年
か

ら
順
次
カ
ー
ド
の
更
新
を
行
な
い
、

１０
月
ま
で
に
五
十
音
順
、
購
読
期
限

別
に
カ
ー
ド
で
正
確
に
自
動
発
送
処

理
す
る
予
定
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
相
変
ら
ず

「転
居
先

不
明
」
「宛
て
所
に
尋
ね
あ
た
ら
ず
」

な
ど
の
理
由
で
返
送
さ
れ
て
く
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

住
所
変
更
の
際
は
、
必
ず
編
集
部

あ
て
ハ
ガ
キ
で
新
住
所
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
同
時
に
お
近
く
の
郵
便
局

に

「転
居
通
知
」
を
出
し
て
お
く
と
、

一
年
間
は
転
送
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

０
最
近
返
送
さ
れ
て
き
た
人
々
で
す
。

お
心
当
り
の
方
は
す
ぐ
ご
連
絡
を
″

横
浜
市
　
杉
山
吉
明

仙
台
市
　
中
村
　
満

倉
敷
市

東

昌
二

練
馬
区
　
吉
成
恵
聖
子

目
黒
区
　
新
倉
顕
人

豊
島
区
　
山
洞
直
美

台
東
区
　
笛
吹
さ
よ
子

練
馬
区
　
木
村
伸

一

新
宿
区
　
張
　
哲
栄

大
田
区
　
岡
部
勝
男

今
市
市
　
斉
藤
　
倍

東
大
阪
　
田
中
　
賢

原
町
市
　
渡
辺
裕
子

武
蔵
野
　
井
上
　
充

北
海
道
　
山互
倒
重
勝

佐
世
保
　
一削
田
武
男

八
重
山
石
垣
市
　
根
間
　
進

三
島
市

青
い
鳥
書
店

（以
上
敬
称
略
）

宛

戻

連 中

所 中
内
7舌

動
は
?

中お心当りの方

はご連絡を

先不明で

続
写
真
が
い
い

毎
月
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
を
送
っ
て

く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。ひ
と
つ
お
願
い
が
あ
る
の
で
す
が

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
第
５０
号
の
残
部
が

あ
り
ま
し
た
ら
注
文
し
た
い
の
で
す

が
。
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カーボデラックス
ステール カーボンシャフ ト

とは違い、純然 たるオール

カーボンシャフ トを使用。

その弾力性は従来のステー

ルシャフ トにないすば らし

い反援力を生みだ し、多 く

の反響を呼んでお ります。

シャフ トを若干大 くす るこ

とによ り左右のブレを解決

してい ますので、アタック

にレシープにこの新 しい魅

力を十三分に発揮 させて下

さい。

カ ー ボ デ ラ ッ ク ス Ⅱ

カーボデラックス同様 、ォ

ールカーボンシャフ トを使

用 し、特殊合金 フレームを

プラス して全て新 しい タイ

プのラケ ッ トとして、ここ

に誕生 しました。よ り軽 く

そ してよ リスピーディでパ

ワーフルな条件 をすべて兼

ね備 えたまさに現在にマ ッ

チ した、最高の ラケ ッ トと

=ぇ ましょう。あなた も最
高のラケ ッ トでプレー して

み ませんか ?
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分析シリーズ④

雄

弘

義

卓

ゲーム展開の分析
一一配球にみる個人差

関

平

根日本体育大学監督
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こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
た
試

合
を
分
析
対
象
に
し
て
、
各
選
手
の
ゲ
ー
ム
運
び
を

詳
し
く
調
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
か
ら
、
何
か
新

し
い
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
発

見
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
て
、様

々
な
角
度
か
ら
時

間
分
析
を
し
て
き
ま
し
た
。
手
探
り
の
分
析
作
業
の

中
か
ら
役
に
立

つ
情
報
を
見

つ
け
出
そ
う
と
努
力
し

て
い
る
わ
け
で
す
。

今
回
は
、
シ
ャ
ト
ル
の
飛
行

コ
ー
ス
と
、
そ
の
時

の
選
手

の
位
置
な
ど
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

●
分
析
１

シ
ン
グ
ル
ス
の
展
開

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
戦
の
う
ち
、　
一
つ
の
ラ
リ
ー
の

様
子
を
図
１
１
お
よ
び
図
１
２
に
示
し
ま
す
。

こ
の
試
合
は
昨
年
２
月
ョ
ー

ロ
ッ
パ
選
抜
選
手
が

来
日
し
た
と
き
の
プ
リ
対
銭
谷
戦
の

一
部
分
で
す
。

図
１
１
は
プ
リ
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
始
ま
っ
て
、銭
谷

の
エ
ー
ス
ま
で
の
１０
ス
ト

ロ
ー
ク
の
コ
ー
ス
を
全
て

記
録
し
た
も
の
で
す
。
図
１
２
は
こ
の
様
子
を
ワ
ン

ス
ト

ロ
ー
ク
ご
と
に
追

っ
た
も
の
で
す
。

図
１
２
の
見
方

コ
ー
ト
の
上
部
に
番
号
順
に
フ
ラ
イ
ト
の
名
称
を

示
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
下
の
数
字
は
こ
の
フ
ラ
イ

ト
●
滞
空
時
間
値

（
シ
ャ
ト
ル
が
打
た
れ
て
か
ら
次

に
打
た
れ
る
ま
で
の
時
間
値
）
で
す
。

コ
ー
ト
の
上

の
部
分
が
プ
リ
で
下
が
銭
谷
で
す
。

コ
ー
ト
内
の
三

向
を
表
わ

黒
塗
り
の

卜
し
た
瞬

、
第

ニ

ゲ

し

て

い
ま

す
。

プ

リ

で
す
。

ま
し

た
。

げ

て
ネ

ッ

ー
で
銭
谷

ロ
ッ
プ
シ

へ
誘
う
。

卜
を
嫌
う
。

ン
グ
で
ス

マ

リ

カ
ウ

ン
タ
ー
気

ス

レ
シ
ー
プ

で

エ

９
番
目
に
プ
リ
が
打
っ
た
ス
マ
ッ
シ
ュ
は
∝
秒
で

す
。
こ
の
位
置
か
ら
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
∞
秒
は
速
く

超

一
流
の
ス
ピ
ー
ド
で
す
。
恐
ら
く
プ
リ
は
ス
マ
ッ

シ
ュ
エ
ー
ス
す
る
つ
も
り
で
打
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
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だ
か
ら
レ
シ
ー
プ
不
能
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
後
、
銭
谷
が

一
気
に
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
に
持
ち

込
ん
で
ゲ
ー
ム
カ
ウ
ン
ト
２
１
０
で
王
者
プ
リ
に
快

勝
し
た
ゲ
ー
ム
で
す
。

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
で
す
が
、
足

の
動
き
が

ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
る
必
要
性
を
強
く

感
じ
て
い
る
の
で
す
が
表
現
方
法
が
う
ま
く
ゆ
か
ず

悩
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
些
不
し
た
も
の
は
細
か
い
動

き
を
省
略
し
て
、
ヒ
ッ
ト
す
る
瞬
間
だ
け
し
か
図
に

示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
図
で

は
攻
撃
側
の
選
手
が
打
球
す
る
時
に
レ
シ
ー
プ
側
の

選
手
が
ど
の
位
置
に
い
る
か
を
知
る
だ
け
の
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
分
析
２

選
手
に
よ
っ
て
異
な
る
返
球
場
所

図
１
３
か
ら
図
１
６
は
「分
析
１
」
と
同
様
、
プ
リ

対
銭
谷
戦
か
ら
取
り
出
し
た
も
の
で
す
。
図
は
コ
ー

ト
を
図
式
化
し
、
相
手

コ
ー
ト
を
９
分
割
し
て
、
そ

の
ど
の
部
分
に
返
球
し
た
か
を

フ
ラ
イ
ト
の
種
類
別
、

選
手
別
に
調
べ
た
も
の
で
す
。
味
方

コ
ー
ト
の
打
球

点
を
０
印
で
示
し
、
そ
の
点
か
ら
相
手

コ
ー
ト
の
ど

の
部
分

へ
何
回
打
ち
込
ん
だ
か
を
枠
の
中

の
数
字
で

示
し
ま
し
た
。

図
１
３
は

ヘ
ア
ピ
ン
の
リ
タ
ー
ン
で
す
。
ネ

ッ
ト

に
対
し
て
左
、
中
央
、
右
か
ら
の
も
の
を
プ
リ
と
銭

谷
そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
し
て
あ
り
ま
す
。
ネ

ッ
ト
の
中

央
部
に
お
け
る
シ
ャ
ト
ル
の
処
理
方
法
で
二
人
の
間

に
差
が
見
ら
れ
ま
す
。
銭
谷
は
左
右
に
打
ち
分
け
て

図 1い
ま
す
が
プ
リ
は
堂
々
と
真

っ
す
ぐ
に
返
し
て
い
ま

す
。　
ヘ
ア
ピ
ン
に
よ
ほ
ど
自
信
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
、
ど
の
コ
ー
ス
で
も
決
し
て
逃
げ
て
い
ま
せ
ん
。

図
１
４
は
ア
ン
ダ
ー
ク
リ
ヤ
ー
の
リ
タ
ー
ン
で
す
。

銭
谷
は
左
か
ら
左
は

へ
、
右
か
ら
は
右

へ
と
返
球
場

所
が
か
た
よ
っ
て
い
ま
す
が
、
プ
リ
は
バ

ッ
ク
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
、
ま
ん
べ
ん
な
く
打
ち
分
け
て
い
ま
す
。

両
選
手
と
も
、
次
の
打
球
が
何
で
あ
る
か
興
味
が
出

ま
す
。
図
１
５
は
ド

ロ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
で
す
。
プ
リ
は
右

の
奥
か
ら
は

一
本
も
打

っ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た

訳
で
し
ょ
う
。
銭
谷
の
ド

ロ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
は
少
々

長
め
の
様
で
す
。

図
１
６
は
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
す
。
バ

ッ
ク

ハ
ン
ド
か

ら
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
は
銭
谷
の
方
が
コ
ー
ス
に
変
化
が

多

い
よ
う
で
す
。
ま
た
右
か
ら
の
ス
マ
ッ
シ
ュ
は
や
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3.Hα ir Pin2.Hα ir Piniurvice は
り
作
戦
上
攻
撃
し
や
す
い
た
め
か
両
者
と
も

く
打
ち
分
け
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

１
８
は
日
体
大
の
大
塚
対
徳
永
戦
、
図
１
９
は
栂
野

尾

・
池
田
組
対
キ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ム
・
フ
ロ
ー
マ
ン

組
、
図
１
１０
は
栂
野
尾

・
植
野
組
対
湯
木

・
池
田
組

の
対
戦
の
も
の
で
す
。
個
々
の
試
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の

相
手
と
の
対
戦
の
も
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
に
示
し
た

プ
ロ
ッ
ク
図
も
個
別
性
を
含
ん
だ
特
殊
な
例
で
し
か

な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
実
例
の
中
か
ら
選

手
の
ク
セ
や
特
性
を
見

い
出
し
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

に
共
通
す
る
普
遍
的
な
部
分
を
探
し
出
そ
う
と
、
ず

い
ぶ
ん
欲
張
っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
で
も
理
解
で
き
れ
ば
何
か

の
足
し
に
な
る
と
思
っ
て
励
ん
で
い
ま
す
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
戦

図
１
７
の
銭
谷
対
プ
リ
戦
は
シ
ョ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

が
多
用
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
に
対
し

て

ヘ
ア
ピ
ン
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
相
手

の
選
手
を
ネ

ッ
ト
際
に
引
き
寄
せ
て
か
ら
ア
ン
ダ
ー

ク
リ
ヤ
ー
で
バ

ッ
ク
を
攻
め
る
戦
法
を
取
リ
ス
マ
ッ

シ
ュ
の
威
力
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
い
う
戦
法
か

●
分
析

男
女
“て
異
な
る
パ
タ
ー
ン

男
子
と
女
子
と
で
は
筋
力
の
差
か
ら
か
ゲ
ー
ム
運

び
の
仕
方
に
違

い
が
出
て
き
ま
す
。
図
１
７
か
ら
図

１
１０
は
そ
れ
ぞ
れ
の
試
合
の
主
な
フ
ラ
イ
ト
を
図
式

化
し
た
も
の
で
す
。
図
１
７
は
銭
谷
対
プ
リ
戦
、
図

Pri Vs. Zeniyo
2nd gome 8-10 Pri Survice

5. Bock High Cteor
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図 3  Ha:r Pin

Pri

Zen i yo

図 4
Under Cl,eor

Zeniyo

Pri

ら
出
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
男
子
の
場
合
に
は
レ
シ

ー
プ
カ
よ
リ
ス
マ
ッ
シ
ュ
カ
の
方
が
勝

っ
て
い
る
た

め
ス
ト
レ
ー
ト
に
ロ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
打

つ
よ
り
も

こ
の
戦
法
が
重
要
な
わ
け
で
す
。
女
子
の
場
合
と
比

較
す
る
と
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
戦

図
１
８
は
大
塚
対
徳
永
の
対
戦
で
二
人
と
も
女
子

大
生
で
す
。

こ
の
例
で
は
す
べ
て
ロ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
そ
し
て
リ
タ
ー
ン
は
ド

ロ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
が

主
体
で
す
。
続

い
て

ヘ
ア
ピ
ン
、
ア
ン
ダ
ー
ク
リ
ヤ

ー
、　
ハ
イ
ク
リ
ヤ
ー
、
ド

ロ
ッ
プ
と
循
環
し
ま
す
。

こ
の
ゲ
ー
ム
は
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
枝

の
部
分
に
追

い
や

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
試
合
は
ド

ロ
ッ
プ
を
先
行
さ

せ
て
相
手
選
手
の
ス
タ
ミ
ナ
を
消
耗
さ
せ
る
戦
法
の

よ
う
で
す
。

図
１
３
で
も
わ
か
る
通
リ
プ
リ
は

ヘ
ア
ピ
ン
が
上

手
で
す
。
大
塚
は
ド

ロ
ッ
プ
が
正
確
で
す
。
両
者
と

も
得
意
技
を
中
心
に
ゲ
ー
ム
を
組
立
て
て
い
ま
す
。

ダ
ブ
ル
ス
の
展
開

図
１
９
の
男
子
ダ
ブ
ル
ス
は
シ
ン
グ
ル
ス
戦
に
比

べ
て
、
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
ダ
ブ
ル
ス
ゲ
ー
ム
は
ス
マ
ッ
シ
ュ
と
プ

ッ

シ
ュ
を
中
心
に
試
合
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
男
子

と
女
子
の
違

い
は
、
こ
の
プ

ッ
シ
ュ
と
ス
マ
ッ
シ
ュ

の
処
理
の
仕
方
に
あ
る
よ
う
で
す
。
男
子
の
場
合
、

ア
ン
ダ
ー
ク
リ
ヤ
ー
で
バ

ツ
ク

■
戻
し
て
い
ま
す
が

図
１
１０
で
示
す
女
子
の
例
で
は
ド
ラ
イ
プ
気
味
に
高
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さ
の
低
い
返
球
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

筋
力
の
差
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
女
子
の
場

合
、
ド
ラ
イ
ブ
気
味
の
レ
シ
ー
プ
の
次
に
ス
マ
ッ
シ

ュ
が
来
て
も
、
レ
シ
ー
プ
処
理
で
き
る
力
を
持
っ
て

い
る
の
で
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
は
な
い
よ
う
で
す
。

た
だ
女
子
の
場
合
に
は
男
子
と
は
逆
に
、
守
備
力
に

比
べ
て
攻
撃
力
が
強
く
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
ラ

リ
ー
が
長
引
き
や
す
く
、
時
に
は

一
分
に
も
及
ぶ
こ

と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

ま

と

め

一
連
の
分
析
を
通
し
て
強
く
感
し
た
点
は
、
日
本

の
選
手
は

一
般
に
プ

ッ
シ
ュ
が
あ
ま
り
上
手
で
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
ネ
ッ
ト
の
近
く
に
シ
ャ
ト
ル
を

上
げ
さ
せ
る
技
で
な
く
、
ネ

ッ
ト
の
近
く
で
シ
ャ
ト

ル
を
つ
か
ま
え
る
技
量
を
養
う
必
要
が
あ
る
と
思
え

る
こ
と
で
す
。
ネ

ッ
ト
を
越
え
て
味
方
陣
営
に
あ
る

シ
ャ
ト
ル
は
空
中
に
あ
る
う
ち
な
ら
ば
い
つ
打
ち
落

し
て
も
良

い
の
で
す
か
ら
相
手
の
選
手
に
立
ち
直
り

の
時
間
を
与
え
な
い
た
め
に
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
選
手

が
よ
く
用

い
て
い
た
ス
ト

ツ
プ
や
カ

ッ
ト
そ
れ
に
プ

ッ
シ
ュ
な
ど
速
く
飛
ん
で
ゆ
く
シ
ャ
ト
ル
を

コ
ー
ト

の
前
の
方
で
つ
か
ま
え
る
技
を
身
に
付
け
る
べ
き
だ

と
思

い
ま
す
。
一昌
い
所
を
越
え
て
ゆ
く
シ
ャ
ト
ル
は

つ
か
ま
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
先
に
攻
撃
を
仕
掛
け

る
の
な
ら
速
く
て
も
低
い
球
を
何
と
し
て
も
つ
か
ま

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
見
方
を
変
え
る
と

「時
間

コ
ン

ト

ロ
ー
ル
の
試
合
」
だ
と
い
え
ま
す
。
腕
力
だ
け
で

は
絶
対
に
勝
て
な
い
と
思

い
ま
す
。

い
く
ら
速

い
ス

パ ドミントン界☆1978・ 6

Smosh

Zen i yo

図 5 Drop

Pri

Zeniyo

Pri

図 6
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図 9 Drive Survice Long Survice

Smqsh

Under Cteor

Under Drive

Under Driven C teor

Short Surv ice Drive Survice Long Survice

Smosh

Hα :r Pin
Under Cteor High Ctear

Driv e Under Drive

Under Driven Cteqr
図 !0

マ
ッ
シ
ュ
を
打
っ
て
も
遠
く
か
ら
飛
ん
で
来
れ
ば
時

間
が
か
か
り
ま
す
。

シ
ャ
ト
ル
を
そ
ん
な
に
速
く
打
た
な
く
て
も
、
空

中
に
あ
る
時
間
が
短
か
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
床
に
落
ち

て
し
ま
え
ば
相
手
の
選
手
は
レ
シ
ー
プ
で
き
ま
せ
ん
。

シ
ャ
ト
ル
を
短
か
い
距
離
で
飛
ば
し
て
攻
め
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
も
誰

も
が
レ
シ
ー
プ
で
き
な
い
限
界
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

分
析
の
中
か
ら
判
断
す
る
と
、
０

。
２５
秒
か
も
う
少

し
短
い
時
間
値
が
問
題
の
よ
う
で
す
。
こ
の
Ｏ

。
２５

秒
以
下
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
の
選
手
が
レ
シ
ー
ブ
不

能
に
な
っ
て
い
る
さ

つ
で
す
。

コ
ー
ト
の
パ
ッ
ク
ラ
イ
ン
近
く
か
ら

一
流
選
手
が

ス
マ
ッ
シ
ュ
し
て
も
“
秒
は
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
は

レ
シ
ー
プ
可
能
な
時
間
値
で
す
。
し
か
し
、
ネ

ッ
ト

の
近
く
で
ヒ
ョ
イ
と
プ

ッ
シ
ュ
し
て
も
∝
秒
台
で
コ

ー
ト
の
床
に
落
す
こ
と
は
む
ず
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

簡
単
に
エ
ー
ス
で
き
る
シ
ョ
ッ
ト
が
打
て
ま
す
。

男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
は
特
に

「時
間
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
試
合
」
の
要
素
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
相
手
に
勝

つ
た
め
に
は
、
こ
の
α
秒
台
の
時
間
を
い
か
に
有
効

に
活
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
攻
撃
の

パ
タ
ー
ン
を
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
ま
で
組
立
て
ら
れ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
ネ

ッ
ト

の
近
く
で
速
い
球
を
カ
ッ
ト
す
る
技
術
。
ネ
ッ
ト
の

近
く
で
戦
え
る
目
の
養
成
や
技
量
づ
く
り
に
積
極
的

に
は
げ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
に
伍
す
る
選
手
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
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▽
国

内

大

会

第
２８
回
全
日
本
実
業
団
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会

（６
月
１３
日
～
１８

日

・
東
一示
）

第
２９
回
全
国
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会

（８
月
３
日
～
８

日
・
会
津
若
松
市
）

第
１７
回
全
日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会

（８
月
１０
日
～
１４

日

・
仙
台
市
）

第
８
回
全
国
中
学
生
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会

（８
月
１８
日
～
２０
日

・
名
古
屋
市
）

第
２‐
回
全
日
本
社
会
人
パ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会

（８
月
２６
日
～
２９

日

・
大
津
市
）

全
日
本
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
オ
ー
ル
ス

タ
ー
ダ
ブ
ル
ス
『

（９
月
１０
日

・
東

一示
）第
８
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
バ
ド
ミ

ツ
ト
ン
競
技
選
手
選
考
会

（９
月
１５

日
～
１７
日
・
東
京
）

第
３３
回
国
民
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
競
技

（１０
月
１６
日
～
１９
日

・
塩

尻
市
）
第
２９
回
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会

（１０
月
１６
日
～
２２
日

。
名
古
屋
市
）

昭
和
５３
年
度
全
日
本
総
合
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会

・
個
人
戦

（Ｈ

月
１４
日
～
１９
日
・
東
京
）

昭
和
５３
年
度
全
日
本
総
合
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会

・
団
体
戦

（昭

和
５４
年
２
月
１７
日
～
１８
日

ｏ
東
京
）

第
７
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
パ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
会
（昭
和
５４
年
３
月
）

▽
国
際
大
会

（国
内
）

日
韓
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
歓
競

技
大
会

（８
月
２０
日
～
２５
日

・
関
東

京
浜
地
区
）

第
８
回
国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

大
会
（昭
和
５４
年
１
月
中
旬
～
下
旬
）

▽
国
際
大
会

（国
外
）

第
８
回
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
世
界

選
手
権

（
ユ
ー
バ
ー
杯
）
大
会
ア
ジ

ア
地
区
決
勝
戦

（４
月
８
日

・
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）

第
３
回
ア
ジ
ア
招
待
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
大
会

（４
月
１５
日
～
２５
日

・

北
京
）
第
８
回
世
界
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権

（
ユ
ー
パ
ー
杯
）
大
会

（５

月
１３
日
～
２０
日

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド

・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
）

第
８
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会

（１２
月

９
日
～
２０
日

・
バ
ン
コ
ク
）

第
２７
回
デ
ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
パ

◆
今
年
度
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
、
第
８

回
ユ
ー
バ
ー
杯
大
会
で
、
日
本
チ
ー

ム
は
４
回
目
の
優
勝
に
輝
き
、
″
ユ
杯

奪
還
″
に
成
功
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

と
と
も
に
心
か
ら
喜
び
、
板
垣
隆
房

監
督
、
天
野
博
江
コ
ー
チ
、
湯
木
博

恵
主
将
、
徳
田
敦
子
選
手
、
近
藤
小

織
選
手
、
高
田
幹
子
選
手
、
植
野
恵

美
子
選
手
、
米
倉
よ
し
子
選
手
に
祝

福
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
日
本
女
子
の
世
界
制
覇
は
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
と
２
競
技
と
な
り
ま
し
た

が
、
若
手
の
多
い
ユ
杯
チ
ー
ム
の
、

こ
れ
か
ら
の
連
続
優
勝
を
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。

◆
次
は
い
よ
い
よ
男
子
の
番
で
す
。

来
年
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
ト
マ
ス
杯
が

行
な
わ
れ
ま
す
が
、
日
本
男
子
の
意

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

（昭
和
５４

年
３
月
７
日
～
１０
日

・
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
）
第
６９
回
全
英
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手

権
大
会

（昭
和
５４
年
３
月
２‐
日
～
２４

日

・
ウ
ェ
ン
ブ
レ
ー
）

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

地
を
見
せ
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

◆
国
内
で
も
、
大
学
は
春
季
リ
ー
グ

戦
も
終
わ
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

が
間
近
、
全
日
本
実
業
団
が
日
前
と

迫
っ
て
、
シ
ー
ズ
ン
到
来
を
告
げ
て

い
ま
す
。

◆
募
集
し
ま
し
た

″私
と
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
″
の
原
稿
も
、
締
切
り
間
際
に

な
っ
て
続
々
と
編
集
部

へ
届
い
て
い

ま
す
。
入
選
者
発
表
と
作
品
は
来
月

号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
お
楽
し
み

に
〃
¨

◆
７
月
上
旬
に
は
、
小
島

一
平
著
、

″
ガ
ッ
ツ
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
″
を
発

行
い
た
し
ま
す
。　
一
平
さ
ん
の
豊
富

な
体
験
を
も
と
に
、
迫
力
あ
る
写
真

が
、
き
っ
と
皆
さ
ん
に
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

乞

■ヽ
」期
待

編
集
室
か
ら
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フレームにウッドと特殊アルミ合金の違いはあっても、こσ

2本どちらも今世界のコートで大活躍中。ヨネックス独自σ

ャフ トのすさましい弾

スマ ヽ

するヽ タ

み出します。そのうえスウィートスポット

レをとらえる性能も確実。世界の一流

ドヾミントンを目ざしている現在、こ

,もの。カーボンならヨネックスです。
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発
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